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絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
考

―
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
並
び
に
近
松
浄
瑠
璃
と
の
類
似
点
を
め
ぐ
っ
て
―細 

 

川 
 

久 

美 

子

は
じ
め
に

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
度（

（
（

、
京
都
、
村
山
平
右
衛
門
座
上
演
の
歌
舞
伎

「
松ま

つ

波な
み

少し
ょ
う

将し
ょ
う

通か
よ
い

車ぐ
る
ま」（

三
番
続
き
）
は
絵
入
狂
言
本
（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、

赤
木
文
庫
所
蔵
：
100
）
が
存
す
る
。
本
書
の
翻
刻
は
、
土
田
衞
編
『
上
方
狂
言
本　

七
』（
古
典
文
庫
409
、
一
九
八
〇
年
）
に
、
解
題
と
解
説
は
、
日
本
書
誌
学
体
系

112
『
絵
入
狂
言
本
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
二
五
年
）
に
、
上
演
年
時
の
考

証
は
、
土
田
氏
「『
歌
舞
伎
年
表
』
補
訂
考
証　

元
禄
篇　

其
二
」（『
愛
媛
大
学

法
文
学
論
集　

文
学
科
篇
』
４
、
一
九
七
二
年
）
に
備
わ
る
。

本
論
文
で
は
、
本
作
第
一
口
明
の
筋
の
展
開
は
、
宇
治
加
賀
掾
正
本
『
河か

わ
ち内

通が
よ
い』（

元
禄
初
年
頃
）
第
一
の
筋
の
展
開
と
近
似
す
る
が
、
主
人
公
を
め
ぐ
っ
て

御
台
と
妾
が
「
恋
争
い
」
す
る
共
通
場
面
に
お
い
て
、
主
と
し
て
妾
の
台
詞
に

相
違
点
が
見
出
せ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
絵
入
狂
言
本
の
伝
本
が
稀
な
元
禄
初

年
に
お
け
る
こ
の
様
な
歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃
の
関
連
は
、
両
者
の
交
流
の
様
相
を

は
じ
め
に

一
、
絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
に
つ
い
て

二
、
宇
治
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
に
つ
い
て

三
、『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明
と
『
河
内
通
』
第
一
と
の
関
連

四
、�『
河
内
通
』
の
見
せ
場
に
お
け
る
趣
向
と
『
松
波
少
将
通
車
』
の
見

せ
場
に
お
け
る
役
者
の
芸

五
、�『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明
と
近
松
浄
瑠
璃
『
天
智
天
皇
』
第
三

に
お
け
る
人
物
造
形
の
類
似

六
、
近
松
歌
舞
伎
と
富
永
平
兵
衛
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
恋
争
い
」

七
、
京
、
三
座
に
お
け
る
「
毒
薬
（
酒
）」
の
趣
向
の
競
演

八
、『
松
波
少
将
通
車
』
に
お
け
る
近
松
関
与
の
可
能
性

お
わ
り
に
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探
る
上
で
看
過
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

続
い
て
、
浄
瑠
璃
『
河
内
通
』
と
歌
舞
伎
『
松
波
少
将
通
車
』
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
様
な
趣
向
や
役
者
の
演
技
が
見
せ
場
と
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
元
禄
四
年
度
は
、
京
三
座
の
絵
入
狂
言
本
（
村
山
座
『
松
波
少
将
通
車
』、

早
雲
座
『
一
谷
坂
落
』、『
娘
親
の
敵
討
』、
都
万
太
夫
座
『
四
国
辺
路
』）
が
揃
い
、
こ

の
頃
、
大
坂
、
竹
本
座
で
は
近
松
浄
瑠
璃
『
せ
み
丸
』、『
天
智
天
皇
』
等
が
初

演
さ
れ
、
評
判
を
得
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
も
目
を
配
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
元
禄
初
期
の
上
方
劇
界
で
は
、
二
人
の
女
の
「
恋
争
い
」
や
「
毒
薬

（
酒
）」
の
趣
向
が
競
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
中
で
の
本
作
の

特
色
か
ら
、
本
作
の
意
義
（
作
者
）
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

一
、
絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
に
つ
い
て

絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
赤
木
文
庫
所
蔵
、

目
録
番
号
：
100
）
の
書
誌
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

〔
体
裁
〕　　

半
紙
本
、
一
冊
、
袋
綴
、
替
表
紙
、
全
一
二
丁

〔
題
簽
〕　　

欠

〔
見
返
〕　　

半
丁

　

 

〈
題
〉　　

松ま
つ

波な
み

少せ
う
し
や
う
か
よ
ひ
ぐ
る
ま

将
通
車　
　
〈
並
書
〉

并　

お
も
ひ
に
く
ゆ
る
よ
ひ
の
そ
ら
だ
き

付　

つ
ら
さ
に
替
る
そ
で
の
す
み
ぞ
め

　

 

〈
番
題
〉　

上　

い
ひ
つ
た
へ
た
る
む
こ
は
子
な
ら
ず

　

 　
　
　
　

中　

ふ
き
つ
た
へ
た
る
家
の
ひ
ち
り
き　
　

三
番
続

　

 　
　
　
　

下　

き
ゝ
つ
た
へ
た
る
う
つ
し
ゑ
す
が
た

〔
行
数
〕　　

一
五
行

〔
内
題
〕　　

第
一　
　
松ま

つ

波な
み

少せ
う

将し
や
う

通か
よ
ひ

車ぐ
る
ま

　
　
村
山
三
番
続

〔
柱
刻
〕　　

か
よ
ひ　

三
～
（
十
四
）

〔
挿
絵
〕　　

全
七
頁
（
見
開
き
三
、
片
面
一
）

〔
刊
記
〕　　

八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板　

本
作
は
、
元
禄
四
年
度
（
上
演
月
は
不
明
）、
京
、
村
山
平
右
衛
門
座
で
上
演

さ
れ
た
歌
舞
伎
で
あ
る
。
作
者
は
未
詳
。
内
容
は
松
波
家
の
お
家
騒
動
と
敵
討

で
あ
る
。
役
人
替
名
付
に
記
さ
れ
た
主
な
登
場
人
物
と
配
役
は
次
の
通
り
。

松
波
少
将
清
さ
だ　
　
　
　

立
役　
　

村
山
九
郎
右
衛
門

御
台
み
し
ま
姫　
　
　
　
　

若
女
方　

玉
川
半
太
夫

妾
お
つ
ね　
　
　
　
　
　
　

若
女
方　

松
本
兵
蔵

松
波
大
ぜ
ん　
　
　
　
　
　

敵
役　
　

小
野
山
宇
治
右
衛
門

家
老
の
た
に
く
ら
ん
ど　
　

立
役　
　

藤
川
武
左
衛
門

し
ほ
が
ま
だ
ん
六　
　
　
　

若
衆
方　

桜
山
林
之
介

ぜ
ん
に
う
法
師　
　
　
　
　

立
役　
　

音
羽
次
郎
三
郎

安
楽
寺
和
尚　
　
　
　
　
　

道
外
方　

天
上
又
右
衛
門

百
姓　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
道　
　

田
島
半
兵
衛

隠
居
の
亡
魂　
　
　
　
　
　

軽
業　
　

長
崎
色
の
介
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〔
表
１
〕
は
、
元
禄
六
年
度
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
、
現
存
す
る
絵
入
狂
言
本

の
一
覧
表
で
あ
る
。
表
で
示
す
通
り
、
元
禄
初
年
以
前
の
絵
入
狂
言
本
の
伝
本

は
稀
で
あ
り
、
か
つ
、
元
禄
四
年
以
前
の
絵
入
狂
言
本
に
は
作
者
の
名
が
見
ら

れ
な
い
。
作
者
富
永
平
兵
衛
の
名
が
脇
方
簽
に
見
え
る
の
は
元
禄
五
年
度
か
ら
、

近
松
門
左
衛
門
の
名
が
内
題
下
に
見
え
る
の
は
、
元
禄
六
年
三
月
上
演
の
『
仏ぶ

つ

母も

摩ま

耶や

山さ
ん

開か
い

帳ち
ょ
う』

か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
二
人
は
そ
れ
以
前
か
ら
歌
舞
伎
を
作
劇
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
に
挙

げ
る
役
者
評
判
記
の
評
文
や
芸
談
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
、
劇
界
に
お
け

る
作
者
の
地
位
は
低
か
っ
た
為
、
作
者
の
署
名
は
批
判
さ
れ
て
お
り
、
絵
入
狂

言
本
（
内
題
下
・
役
人
替
名
付
）
に
作
者
名
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
野や

良ろ
う

立た
ち

役や
く

舞ぶ

台た
い

大お
お

鏡か
が
み』（

貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
正
月
刊
）

お
か
し
た
い
も
の
」
南
京
の
あ
や
つ
り　

近
松
が
作
者
付
」

…
又
あ
る
人
の
曰
よ
い
事
が
ま
し
う
上
る
り
本

ニ
作
者
か
く
さ
へ
ほ
め
ら

れ
ぬ
事
じ
や

ニ
此
比
は
き
や
う
げ
ん
ま
て

ニ
作
者
を
書
剰
芝
居
の
か
ん
ば

ん
辻
〴
〵
の
札

ニ
も
作
者
近
松
と
書
し
る
す
い
か
い
じ
ま
ん
と
み
へ
た
り

此
人
哥
書
か
物
語
を
つ
く
ら
ば
外
題
を
近
松
作
者
物
語
と
な
ん
書
給
ふ
べ

き
や（

３
）

『
耳に

塵じ
ん

集し
ゅ
う』
下
之
巻
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
刊
）

一　

富
永
平
兵
衛
ハ
右
弥
五
左
衛
門
に
次
で
の
作
者
に
て
。
今
顔
見
世
の

役
者
附
に
狂
言
の
作
者
と
書
事
富
永
平
兵
衛
初
而
也
。
延
宝
八
年
（
稿
者

注
、
一
六
八
〇
年
）
の
暮
の
顔
見
世
成
り
し
が
。
其
当
座
ハ
諸
人
こ
ぞ
つ

て
に
く
め
り（

（
（

。

と
こ
ろ
で
、
土
田
衞
氏
は
「
近
松
歌
舞
伎
狂
言
存
疑
本
考（

（
（

」
で
、「
元
禄
期

に
は
役
者
も
作
者
も
座
本
と
の
一
年
間
の
雇
用
契
約
は
確
実
に
守
ら
れ
て
い

た
」「
い
ず
れ
の
作
者
も
自
ら
が
所
属
す
る
座
以
外
に
執
筆
す
る
こ
と
は
な

い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
京
三
座
の
絵
入
狂
言
本
が
揃
う
元
禄
四

年
度
の
〔
表
１
〕
の
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
記
し
た
三
演
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
が
作
者

〔
表
１
〕
絵
入
狂
言
本
一
覧
（
元
禄
六
年
度
迄
）�

方
簽
な
し
を
×
で
示
し
た

元
禄
六

元
禄
六
６
～

８

元
禄
六
頃

元
禄
六

元
禄
六
３

元
禄
六
１
ヵ

元
禄
五
秋
ヵ

元
禄
五

元
禄
四
９

元
禄
四
秋
ヵ

元
禄
四

元
禄
四

元
禄
三
～

四

元
禄
三
～

四

元
禄
三
４
ヵ

元
禄
二

貞
享
五

貞
享
五
５

貞
享
頃

貞
享
四

上
演
年
月

心
中
八
島

好
色
伝
授

若
後
家
児
手
柏

丹
波
与
作
手
綱
帯

仏
母
摩
耶
山
開
帳

大
宮
人
初
し
ま
だ

鹿
島
之
要
石

娘
孝
行
記

四
国
辺
路

娘
親
の
敵
討

松
波
少
将
通
車

一
谷
坂
落

一
へ
ん
上
人
記

越
中
国
立
山
禅
定

金
岡
筆

和
歌
浦
片
男
浪

大
隅
川
源
左
衛
門

兵
部
卿
物
語

あ
す
か
川 外

題

京

村
山

京

早
雲

京

村
山

京

村
山

京

万
太
夫

京

万
太
夫

京

万
太
夫

京

万
太
夫

京

万
太
夫

京

早
雲

京

村
山

京

早
雲

不
明

不
明

京

万
太
夫

京

不
明

京

万
太
夫

　

　
左
衛
門

坂

松
本
名

京

万
太
夫

京

岡
村

名
代

村
山
平
右
衛
門

歌
仙
十
郎
兵
衛

村
山
平
右
衛
門

村
山
平
右
衛
門

山
下
半
左
衛
門

山
下
半
左
衛
門

山
下
半
左
衛
門

山
下
半
左
衛
門

山
下
半
左
衛
門

大
和
屋
甚
兵
衛

村
山
平
右
衛
門

大
和
屋
甚
兵
衛

不
明

不
明

山
下
半
左
衛
門

不
明

坂
田
伝
内

不
明

不
明

座
本

山
本
九
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

八
文
字
屋

八
文
字
屋

本
屋
仁
兵
衛

正
本
屋
九
兵
衛

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

不
明

八
文
字
屋

八
文
字
屋

八
文
字
屋

鶴
屋
喜
右
衛
門

山
本
九
兵
衛

山
本
九
兵
衛

版
元

富
永
平
兵
衛

小
島
彦
十
郎

富
永
平
兵
衛

富
永
平
兵
衛

近
松
門
左
衛
門

富
永
平
兵
衛

富
永
平
兵
衛

作
者

内
題
下

初
丁

内
題
下

内
題
下

内
題
下

方
簽

方
簽 × × × × × × × × × × ×

署
名

西
沢
（

太
兵
衛
）

元
禄
六
二
の
替

仏
母
摩
耶
山
開
帳

岩
井
半
四
郎

大
織
冠

嵐
三
右
衛
門

×

坂

不
明
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と
し
て
関
与
し
て
い
た
の
か
問
題
と
な
ろ
う
。

但
し
、
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
柳
原
玲
子
氏
「
絵
入
狂
言
本

に
つ
い
て
の
一
疑
問
―
「
娘
親
の
敵
討
」
と
水
木
辰
之
助
餞
振
舞（

（
（

―
」
で
指
摘

さ
れ
る
通
り
、
絵
入
狂
言
本
は
歌
舞
伎
の
筋
書
き
が
絵
入
り
で
出
版
さ
れ
た
も

の
で
、
梗
概
と
い
う
に
は
台
詞
が
多
い
が
、
脚
本
と
見
做
す
に
は
不
備
が
多
く
、

趣
向
の
伝
達
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
歌
舞
伎
の
作
者
と
は
別
の
、

出
版
界
に
属
す
る
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
絵
入
狂
言
本
の
資
料
的
価
値
は
、
浄
瑠
璃
正
本
や
台
帳
等
と
比
べ

る
と
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
元
禄
歌
舞
伎
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
役
者
評
判
記
に
み
え
る
断
片
的
な
記
事
と
、
筋
や
趣
向
を
伝

え
る
に
す
ぎ
な
い
絵
入
狂
言
本
を
利
用
す
る
し
か
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
。

幸
い
、
元
禄
四
年
度
上
演
の
『
松
波
少
将
通
車
』
に
関
し
て
は
、
二
種
の
役

者
評
判
記
、
元
禄
五
年
二
月
刊
、
岩
瀬
本
『
役や

く

者し
ゃ

大お
お

鑑か
が
み

』（
（
（

（
元
禄
八
年
ま
で
の

評
を
含
む
）
と
同
年
ヵ
刊
『
役や

く

者し
ゃ

大お
お

鑑か
が
み

合が
っ

彩さ
い

』（
（
（

（
元
禄
五
年
ヵ
刊
「
漢
数
字
丁
」
と

元
禄
三
年
春
、
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
「
い
ろ
は
丁
」
を
合
綴

（
（
（

）
が
存
す
る
。
そ
こ
で
、

先
ず
、
本
作
と
の
関
連
が
見
出
せ
る
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』、
並
び
に
、
右

の
役
者
評
判
記
の
評
文
を
、
絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
と
対
照
し
な
が

ら
、
本
作
の
趣
向
や
本
作
の
見
せ
場
で
の
役
者
の
演
技
を
探
っ
て
い
き
、
そ
こ

か
ら
本
作
の
成
立
背
景
を
考
察
し
て
い
く
。

二
、
宇
治
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
に
つ
い
て

宇
治
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵
、

ニ07-00230

）
の
書
誌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
体
裁
〕　　

半
紙
本
、
替
表
紙

〔
内
題
〕　　

河
内
通

〔
段
数
〕　　

五
段

〔
所
属
〕　　

宇
治
加
賀
掾

〔
行
・
丁
数
〕　　

八
行
・
四
十
九
丁　

〔
版
元
〕　　

山
本
九
兵
衛

〔
挿
絵
〕　　

な
し

宇
治
加
賀
掾
が
語
っ
た
浄
瑠
璃
で
あ
る
本
作
は
、
山
本
九
兵
衛
板
の
絵
入
十

七
行
本
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
、911.7-

イ 297

）
も
存
す
る
。
翻
刻

と
解
題
は
、『
古
浄
瑠
璃
正
本
集　

加
賀
掾
編
』
第
四
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
九

二
年
。
担
当
、
松
井
静
夫
氏
）
に
備
わ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
。

本
作
の
刊
行
年
は
、『
近
世
邦
楽
年
表　

義
太
夫
節
之
部（

（1
（

』
に
「
元
禄
初
年

ご
ろ
の
刊
行
と
覚
し
き
加
賀
掾
の
正
本
に
河
内
通
あ
り
」
と
記
さ
れ
、
信
多
純

一
氏
「
宇
治
加
賀
掾
年
譜（

（1
（

」
で
も
、
加
賀
掾
段
物
集
『
紫
竹
集
』
第
六
に
所
収

さ
れ
る
本
作
〈
し
ら
つ
ゆ
姫
道
行
〉
の
配
列
か
ら
こ
の
説
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、〔
表
２
〕
は
『
紫
竹
集
』
第
六
・
第
七
の
目
録
（
丸
囲
い
数
字
と

傍
線
は
、
稿
者
。）
だ
が
、
①
②
③
の
『
凱
陣
八
嶋
』
は
貞
享
二
年
に
大
坂
、
道

頓
堀
で
初
演
さ
れ
、
⑥
⑦
の
『
紀
三
井
寺
』
は
八
行
本
末
尾
に
貞
享
五
年
弥
生

と
記
さ
れ
、
⑨
の
『
伊
勢
御
遷
宮
』
は
元
禄
二
年
九
月
の
内
宮
、
外
宮
の
御
遷
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宮
、
❺
❻
の
『
摩
耶
山
開
帳
』
は
元
禄
六
年
三
月
の
摩
耶
山
開
帳
の
当
て
込
み

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
⑪
『
隅
田
川
』〈
き
や
う
女
道
行
〉
と
⑲
『
源

三
位
頼
政
』〈
た
つ
た
の
ま
へ
道
行
〉
は
、
元
禄
三
年
八
月
刊
〔
逸
名
道
行

揃
〕
に
所
収
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
よ
っ
て
、『
紫
竹
集
』
第
六
目
録
は
、
ほ
ぼ
年
代

順
の
配
列
と
考
え
ら
れ
、
⑳
『
井
筒
（
河
内
通

（
（1
（

）』
は
元
禄
三
、
四
年
頃
、
つ
ま

り
、『
松
波
少
将
通
車
』
上
演
よ
り
前
か
、
近
い
頃
の
刊
行
（
初
演
）
と
推
量

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、�『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明
と�

 

『
河
内
通
』
第
一
と
の
関
連

絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』（
三
番
続
き
）
第
一
口
明
（
前
場
）
の
筋
の

展
開
は
、
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
第
一
の
筋
の
展
開
と
近
似
し
て
い
る
。

〔
表
３
〕
は
、
両
者
の
梗
概
を
記
し
、
傍
線
部
分
で
近
似
す
る
筋
を
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
そ
の
対
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
網
掛
部
分
は
、
両

者
の
筋
の
相
違
箇
所
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
箇
所
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

以
下
、
両
者
の
筋
の
展
開
が
近
似
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

『
松
波
少
将
通
車
』（
以
下
、『
松
波
』
と
略
す
。）
の
Ａ
で
、
少
将
の
御
台
み

し
ま
姫
が
、
若
衆
姿
で
、
夜
に
、
夫
の
通
う
市
原
野
に
行
き
、
香
を
空
薫
き
す

る
と
い
う
設
定
は
、『
河
内
通
』ʻ

Ａ
で
、
業
平
御
台
井
筒
の
前
が
、
男
姿
で
、

夜
に
、
夫
の
通
う
河
内
に
行
き
、
香
を
薫
じ
て
い
る
設
定
と
、
人
物
名
と
場
所

が
違
う
だ
け
で
共
通
す
る
。
次
に
『
松
波
』
Ｂ
の
、
八
つ
の
鐘
が
鳴
る
の
で
御

台
が
侍
女
を
起
こ
す
の
も
、『
河
内
通
』ʻ

Ｂ
の
太
鼓
が
七
つ
を
打
つ
の
で
御
台

は
侍
女
を
起
こ
す
の
と
近
似
す
る
。
続
い
て
『
松
波
』
は
、
Ｃ
で
つ
が
い
の
鳩

を
侍
女
が
捕
え
る
と
、
Ｄ
で
庵
か
ら
女
（
お
つ
ね
）
が
出
て
来
て
、
そ
れ
は

「
手
飼
い
の
鳥
」
と
咎
め
る
の
で
、
Ｅ
で
御
台
は
女
と
明
か
し
て
事
情
を
述
べ
、

Ｆ
で
二
人
は
庵
に
入
る
と
い
う
展
開
と
な
る
が
、『
河
内
通
』
も
、ʻ

Ｃ
で
、
井

筒
が
つ
が
い
の
鳩
を
抱
き
撫
で
て
い
る
と
、ʻ

Ｄ
で
白
露
が
出
て
来
て
「
手
飼

い
の
鳥
」
を
見
知
ら
ぬ
男
が
抱
い
て
い
る
と
咎
め
る
の
で
、ʻ

Ｅ
で
井
筒
は
正

体
を
明
か
し
、ʻ
Ｆ
で
白
露
は
井
筒
を
館
に
誘
う
と
い
う
ほ
ぼ
共
通
す
る
展
開

〔
表
２
〕『
紫
竹
集
』
第
六
・
第
七
目
録�

（
傍
線
部
分
は
稿
者
）

❹
　
同

　
　
 
追
善
能

❸
東
山
殿

❷
　
同

　
　
七
伊
呂
波

❶
曾
我

⑩
梅
花
垣

⑨
伊
勢
御
遷
宮

　
　
　
 
物
語

⑧
忠
臣
身
替

⑦
　
同

⑥
紀
三
井
寺

⑤
　
同

④
葵
上

③
　
同

②
　
同

①
凱
陣
八
嶋

ふ
じ
山
十
二
け
い

か
は
づ
す
ま
ふ
物
語

左
七
女
房
道
行

あ
き
こ
の
ひ
め
道
行

中
宮
道
行

ひ
ぎ
や
う
の
こ
ま

き
ぶ
ね
ま
ふ
で

石
山
ま
ふ
で
道
行

せ
つ
た
い

く
は
ん
じ
ん
ち
や
う

つ
く
り
山
伏
道
行

❽
　
同

❻
　
同

⑳
井
筒

⑲
源
三
位
頼
政

⑰
　
同

⑯
頼
家
鞠
始

⑮
長
谷
観
音

⑭
　
同

⑬
　
同

⑫
巴
太
鼓

⑪
隅
田
川

双
ろ
く
の
だ
ん

し
ん
ど
く

し
ら
つ
ゆ
姫
道
行

た
つ
た
の
ま
へ
道
行

ま
ん
じ
ゆ
の
前
道
行

ま
り
の
き
よ
く

し
の
だ
づ
ま
道
行

た
い
こ
の
き
よ
く

た
ね
な
を
み
ち
ゆ
き

宇
治
せ
た
高
名
物
語

き
や
う
女
道
行

⑱
牛
若
武
勇
始

都
町
づ
く
し

に
よ
ぜ
姫
道
行

　
　
　
（

以
下
、

略
す
。
）

虎
少
将
み
ち
ゆ
き

し
ぐ
れ
の
だ
ん

　
　
　

『
紫
竹
集
』

第
七
　
目
録

❺
摩
耶
山
開
帳

❼
和
訓
三
部
経

か
づ
ら
き
み
ち
ゆ
き

『
紫
竹
集
』

第
六
　
目
録

か
し
は
の
ま
へ
道
行



26

〔
表
３
〕
梗
概
対
照
表

『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明

『
河
内
通
』
第
一

Ａ
松
波
少
将
の
御
台
み
し
ま
姫
は
、
若
衆
姿
で
、
星
月
夜
に
市
原
野
で
松
ヶ
枝
に
空
薫
き
し
て
い
る
。

Ｂ
鐘
の
音
を
数
え
る
と
八
つ
な
の
で
、
御
台
は
寝
て
い
る
侍
女
を
起
こ
す
。
Ｃ
侍
女
が
つ
が
い
の
鳩

を
見
つ
け
、
御
台
は
「
つ
が
い
の
鳩
を
国
を
隔
て
放
せ
ば
、
妹
背
の
縁
を
切
る
と
い
う
。
Ａ
夫
は
五

年
以
前
、
歌
枕
を
見
る
為
東
に
下
っ
た
時
に
馴
じ
ん
だ
女
を
都
に
連
れ
上
り
、
市
原
野
に
隠
し
置
き
、

毎
夜
通
っ
て
い
る
。
東
の
女
と
の
縁
を
切
ろ
う
と
す
る
の
は
夫
の
為
だ
。
通
わ
ね
ば
怪
我
も
し
な
い
。

鳩
を
捕
え
て
」
と
侍
女
に
頼
む
。
Ｃ
侍
女
は
鳩
を
捕
え
る
。
Ｄ
庵
か
ら
女
が
腰
元
を
連
れ
来
て
、「
そ

の
鳩
は
手
飼
い
の
鳥
」
と
咎
め
る
。
御
台
が
、「
返
し
て
や
れ
」
と
侍
女
に
言
う
と
、
女
は
「
自
ら

の
鳩
を
取
る
の
は
訳
が
あ
ろ
う
。
理
由
を
聞
か
ね
ば
帰
さ
な
い
。」
と
言
う
。
Ｅ
御
台
が
女
と
明
か

し
て
事
情
を
述
べ
る
と
、
女
は
「
騙
さ
れ
た
」
と
恨
め
し
げ
な
顔
つ
き
に
な
る
。
御
台
が
「
私
の
身

の
上
を
聞
き
騙
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
合
点
が
い
か
な
い
。
事
情
を
聞
か
ね
ば
帰
ら
な
い
。」
と
言

う
と
、
女
は
三
歳
程
の
久
若
を
連
れ
て
来
さ
せ
、「
少
将
が
白
河
へ
下
ら
れ
た
時
、
私
の
所
に
宿
を

召
さ
れ
、
仮
初
の
戯
れ
に
こ
の
子
が
出
来
た
。
奥
様
は
い
な
い
と
言
う
の
で
都
へ
上
っ
た
が
、
こ
う

な
る
上
は
尼
に
な
る
心
底
で
す
。
こ
の
子
は
あ
な
た
の
子
と
思
っ
て
下
さ
い
。」
と
語
る
。
御
台
が 

「
私
に
は
子
が
な
い
故
、
貰
っ
て
我
子
に
し
よ
う
。
あ
な
た
も
屋
敷
に
来
て
下
さ
い
。」
と
言
う
の

で
女
は
有
難
く
思
う
。
Ｆ
皆
庵
に
入
る
。
Ｇ
少
将
は
市
原
野
へ
通
い
来
る
が
、
香
の
匂
い
を
不
審
が 

り
、「
奥
に
や
っ
た
秘
蔵
の
香
炉
が
こ
こ
に
あ
る
訳
が
な
い
」
と
言
う
。
小
姓
が
「
奥
様
が
市
原
野

通
い
の
詮
議
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。」
と
言
う
の
で
、香
炉
の
詮
議
を
せ
ず
に
、Ｈ
少
将
は
庵
へ
入
る
。

す
る
と
、
若
衆
が
出
て
く
る
。
少
将
が
「
不
義
者
」
と
搦
め
取
り
、
提
灯
で
顔
を
見
る
と
、
御
台
と

腰
元
だ
っ
た
。
少
将
は
、
御
台
に
詫
び
言
を
し
、
お
つ
ね
に
も
共
に
詫
び
て
ほ
し
い
と
頼
む
が
、
お

つ
ね
は
「
奥
様
は
な
い
と
い
っ
た
が
」
と
逆
ら
う
。
Ｈ
少
将
が
縄
を
ほ
ど
く
と
、
Ｉ
御
台
は
「
お
つ

ね
殿
と
近
付
き
に
な
っ
た
。
久
若
を
貰
い
、
お
つ
ね
殿
も
屋
敷
へ
伴
う
。」
と
言
う
。

雨
中
、
頭
に
針
が
あ
る
鬼
の
様
な
者
が
来
る
。
そ
の
者
は
、
願
有
っ
て
貴
船
参
り
す
る
道
心
で
、
悪

心
故
、
親
に
勘
当
さ
れ
た
御
台
の
兄
か
く
げ
ん
だ
っ
た
。
少
将
は
、
皆
と
か
く
げ
ん
を
連
れ
、
屋
敷

に
帰
る
。

ʻ

Ａ
在
原
業
平
の
御
台
井
筒
の
前
は
、
男
姿
に
や
つ
し
、
夜
に
夫
の
通
う
河
内

に
来
て
い
る
。ʻ

Ｂ
太
鼓
が
七
つ
の
時
を
打
つ
の
で
、
井
筒
は
寝
て
い
る
侍
女

を
起
こ
す
。ʻ

Ａ
井
筒
は
薫
じ
て
い
る
香
を
焚
き
止
め
よ
う
と
す
る
が
、
白
露

の
館
を
見
る
と
，
胸
の
炎
を
冷
ま
せ
ず
に
い
る
。
井
筒
は
、
大
内
よ
り
預
か

る
香
炉
を
取
り
違
え
て
持
っ
て
来
た
と
気
付
き
、
松
ヶ
枝
に
か
け
た
香
炉
を

取
ろ
う
と
す
る
が
、ʻ

Ｃ
井
筒
は
つ
が
い
の
白
鳩
を
見
つ
け
、
手
飼
い
に
し
よ

う
と
抱
き
撫
で
る
。
業
平
秘
蔵
の
初
音
の
香
の
匂
い
が
す
る
の
でʻ

Ｄ
白
露
が

走
り
出
る
と
、
手
飼
い
の
鳩
を
見
知
ら
ぬ
男
が
抱
い
て
い
る
の
で
咎
め
る
。

井
筒
は
男
姿
な
の
を
幸
い
、
白
露
の
心
を
乱
そ
う
と
濡
れ
か
か
る
。
二
世
か

け
た
男
が
い
る
と
い
う
言
葉
に
、「
業
平
だ
ろ
う
、
業
平
を
討
つ
。」
と
井 

筒
が
駆
け
出
す
と
、
白
露
は
「
命
か
け
て
」
と
井
筒
の
刀
に
縋
り
付
く
。 

白
露
の
確
か
な
心
に
、ʻ

Ｅ
井
筒
は
正
体
を
明
か
し
，
妬
む
心
で
な
い
と
語
る
。 

ʻ

Ｆ
白
露
は
井
筒
を
館
に
誘
う
。ʻ

Ｇ
業
平
は
高
安
の
白
露
の
館
を
訪
れ
る
が
、

松
ヶ
根
に
大
内
重
宝
の
香
炉
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
白
露
に
忍
び
男
が
い

る
と
疑
い
、
籬
に
立
忍
ぶ
。ʻ

Ｈ
白
露
が
男
を
送
り
出
す
の
を
見
た
業
平
は
、

男
に
縄
を
か
け
、
白
露
主
従
も
搦
め
取
る
。
業
平
が
「
不
義
者
」
と
言
っ
て

供
の
者
に
面
改
め
さ
せ
る
と
、
井
筒
だ
っ
た
の
で
罰
悪
く
、
縄
を
解
か
せ
る
。

ʻ

Ｉ
井
筒
は
、
男
姿
で
こ
こ
に
来
た
の
は
悋
気
で
は
な
く
、
君
の
野
山
の
通
い

路
が
覚
束
な
か
っ
た
か
ら
で
、
白
露
の
惚
れ
惚
れ
す
る
心
と
姿
を
知
っ
た
か

ら
は
、ʻ

Ｉ
白
露
を
御
所
へ
伴
っ
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
業
平
は
二
人
の
手
を 

取
っ
て
、
御
所
に
帰
る
。

途
中
、
井
筒
に
横
恋
慕
す
る
中
納
言
忠
興
が
、
禁
裏
の
宝
物
の
香
炉
を
野
山

に
捨
置
い
た
と
、
業
平
を
責
め
る
。
井
筒
は
言
訳
を
す
る
が
、
業
平
は
、
い

と
こ
の
忠
興
は
奏
聞
し
な
い
と
言
い
、
皆
を
連
れ
帰
る
。
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、『
松
波
』
は
、
Ｇ
で
お
つ
ね
の
元
に
通
い
来
た
少

将
が
香
の
匂
い
を
不
審
が
り
、
Ｈ
で
お
つ
ね
の
庵
か
ら
若
衆
（
男
）
が
出
て
来

る
の
で
、
少
将
は
「
不
義
者
」
と
搦
め
取
る
が
、
御
台
で
あ
っ
た
と
い
う
展
開

と
な
る
が
、『
河
内
通
』
もʻ

Ｇ
で
、
業
平
が
白
露
の
館
を
訪
れ
る
と
、
松
ヶ
枝

に
香
炉
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
疑
い
を
持
ち
、ʻ

Ｈ
で
白
露
が
男
を
送
り
出
す

の
で
、
業
平
が
「
不
義
者
」
と
言
っ
て
搦
め
取
る
と
、
井
筒
で
あ
っ
た
と
い
う

近
似
し
た
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
松
波
』
Ｉ
で
は
、
御
台
は
少
将

に
、
お
つ
ね
と
少
将
と
の
間
の
子
を
貰
い
、
お
つ
ね
も
屋
敷
に
伴
う
と
言
っ
て

い
る
が
、『
河
内
通
』ʻ

Ｉ
で
も
、
井
筒
は
業
平
に
、
白
露
を
御
所
に
伴
っ
て
ほ

し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

こ
の
様
に
、『
松
波
』
第
一
口
明
と
『
河
内
通
』
第
一
は
、
次
の
悪
方
が
登

場
す
る
場
面
ま
で
は
、
共
に
『
伊
勢
物
語
』
を
取
り
入
れ
た
筋
の
展
開
が
共
通

し
て
お
り
、
一
方
が
他
方
を
利
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
再
度
、
両
者
の
前
後
関
係
を
検
討
す
る
。『
河
内
通
』
は
、
こ
の

後
、
井
筒
が
置
き
忘
れ
た
大
内
重
宝
の
香
炉
を
、
井
筒
に
横
恋
慕
す
る
忠
興
が

見
つ
け
、
讒
奏
し
た
為
、
業
平
は
東
国
に
配
流
さ
れ
る
と
い
う
展
開
と
な
る
が
、

『
松
波
』
は
、
香
炉
は
こ
れ
以
後
の
筋
に
関
係
せ
ず
、
少
将
は
親
殺
し
の
罪
で

流
罪
と
な
る
。
ま
た
、『
河
内
通
』
第
二
・
第
三
で
は
、
井
筒
は
『
伊
勢
物

語
』
の
和
歌
を
次
々
と
詠
ん
で
い
く
が
、
少
将
が
歌
枕
を
見
に
東
国
へ
行
き
、

京
に
帰
っ
て
来
た
後
日
譚
で
あ
る
『
松
波
』
は
、
こ
の
後
、『
伊
勢
物
語
』
と
の

関
係
は
全
く
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、『
河
内
通
』
の
方
が
筋
の
整
合
性
が
あ
り
、

内
容
か
ら
も
『
河
内
通
』
が
先
と
考
え
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

下
人
角
平

み
だ
い
み
し
ま
ひ
め

子
久
わ
か

て
か
け
お
つ
ね

　
　
　
　

小
性
ま
き
の
丞

　
　
　

こ
し
も
と
お
く
ら

　
　
　

こ
し
も
と
お
は
る

　
　
　

み
だ
い
の
こ
し
も
と
お
と
よ

　
　
　

同
こ
し
も
と
お
さ
よ

つ
が
ひ
の
は
と

松
な
み
少
将

　
　

 

〔
け
し
や
う
の
物
か
何
も
の
じ
や
〕

　
　

 

〔
身
は
に
ん
げ
ん
じ
や
〕

か
く
げ
ん
む
き
わ
ら
を
か
づ
き
い
る

　
　
　
　
　

母
り
し
や
う
い
ん

　
　
　
　
　

く
ら
ん
ど
や
う
す
を
き
く

　
　
　
　
　

か
く
げ
ん
さ
う
だ
ん
す
る
所

だ
ん
六
の
侍
共

し
ほ
が
ま
だ
ん
六
か
へ
る

〔図１〕『松波少将通車』四オ・三ウ　（大阪大学附属図書館、赤木文庫所蔵）
クリエイティブ・コモンズ表示-継承 4.0 国際ライセンス（CC BY-SA）

https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja
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す
る
と
、
両
作
の
相
違
点
（〔
表
３
〕
の
網
掛
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
部
分
）、
つ
ま
り
、

『
松
波
』
が
『
河
内
通
』
の
趣
向
を
取
ら
な
か
っ
た
箇
所
が
注
目
さ
れ
る
。

『
松
波
』
の
当
該
場
面
挿
絵
〔
図
１
〕
上
段
と
『
河
内
通
』
の
当
該
場
面
挿
絵

〔
図
２
〕
上
段
に
は
、
共
に
香
炉
と
つ
が
い
の
鳩
が
左
上
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

『
松
波
』
の
方
は
『
河
内
通
』
と
は
異
な
る
、
妾
お
つ
ね
が
子
を
連
れ
て
い
る

図
像
が
〔
図
１
〕
右
上
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
次
章
で
は
、
悪

方
が
登
場
し
て
か
ら
の
両
作
の
異
な
る
筋
を
追
っ
て
い
き
、
両
作
は
そ
れ
ぞ
れ
、

ど
の
様
な
趣
向
や
役
者
の
演
技
を
見
せ
場
と
し
た
の
か
を
窺
っ
て
い
く
。

四
、�『
河
内
通
』
の
見
せ
場
に
お
け
る
趣
向
と�

 

『
松
波
少
将
通
車
』
の
見
せ
場
に
お
け
る
役
者
の
芸

始
め
に
、『
河
内
通
』
の
悪
方
忠
興
が
登
場
し
て
か
ら
後
の
筋
の
梗
概
を
記

し
、
本
作
の
見
せ
場
と
な
る
趣
向
、
及
び
、
眼
目
を
考
察
す
る
。

【
第
一
・
第
二
】
井
筒
が
置
き
忘
れ
た
大
内
重
宝
の
香
炉
を
、
井
筒
に
横

恋
慕
す
る
忠
興
が
見
つ
け
、
業
平
は
忠
興
に
責
め
ら
れ
る
。
忠
興
に
讒
奏

さ
れ
た
業
平
は
東
国
に
流
さ
れ
、
井
筒
は
親
元
に
預
け
ら
れ
る
。
館
の
井

戸
に
忍
ん
で
い
た
忠
興
が
、
井
筒
の
弟
に
刀
を
押
し
つ
け
、
井
筒
に
靡
け

と
迫
る
。
刃
向
っ
た
井
筒
は
、
弟
諸
共
、
忠
興
に
斬
ら
れ
て
亡
く
な
る
。

【
第
三
】
業
平
が
武
蔵
野
に
分
け
入
る
と
、
井
筒
と
白
露
が
現
れ
、
嫉
妬

で
髪
を
乱
し
罵
り
合
う
。
辺
り
は
地
獄
と
な
り
、
業
平
は
、
前
世
で
六
欲

　
　

こ
し
も
と
し
の
ふ

　
　

い
つ
ゝ
の
ま
へ

　
　

こ
し
も
と
山
ぶ
き

藤
太
御
と
も

有
原
の
な
り
平

ひ
め
の
め
の
と

た
か
や
す
白
露
姫

い
つ
ゝ
の
ま
へ

あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら

た
ゞ
お
き
め
い
わ
く
の
所

藤
太
い
か
る
所

た
ゞ
お
き
の
さ
ふ
ら
い

〔図２〕『河内通』五オ・四ウ　（天理大学附属天理図書館所蔵）

� 本図の転載・利用を禁じる。
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煩
悩
を
断
て
な
か
っ
た
餓
鬼
と
、
断
っ
て
十
悪
を
出
た
天
人
に
会
う
。
業

平
が
天
人
に
二
人
の
在
処
を
尋
ね
る
と
、
黒
雲
か
ら
井
筒
の
亡
魂
と
白
露

の
魂
が
現
れ
、
二
人
は
蛇
形
と
な
り
火
焔
を
吐
き
争
う
。
天
人
は
、
嫉
妬

に
迷
う
白
露
を
教
化
し
井
筒
を
深
く
弔
え
と
諭
し
、
業
平
を
娑
婆
へ
帰
す
。

【
第
四
】
白
露
は
め
の
と
を
伴
い
配
所
の
業
平
に
会
い
に
行
く
が
、
長
旅

で
足
を
痛
め
、
便
船
を
求
め
る
。
船
頭
は
人
商
人
に
な
っ
た
忠
興
に
二
人

を
売
る
。
白
露
は
舟
か
ら
身
を
投
げ
る
が
、
め
の
と
は
白
露
を
掬
い
上
げ
、

浮
木
に
掴
ま
り
流
さ
れ
て
い
く
。
浮
木
は
、
春
日
社
に
願
を
か
け
て
い
る

業
平
の
舟
に
近
づ
き
鹿
と
な
り
、
二
人
を
舟
に
投
げ
込
み
、
金
色
の
託
宣

と
な
る
。
再
会
し
た
白
露
と
業
平
は
悦
ぶ
。
忠
興
は
業
平
家
臣
に
捕
え
ら

れ
る
。

【
第
五
】
忠
興
は
井
筒
の
も
う
一
人
の
弟
に
討
た
れ
る
。
酒
宴
中
、
勅
使

が
業
平
勅
勘
御
赦
免
を
告
げ
る
。
皆
、
武
蔵
野
を
立
つ
。
春
日
社
奉
幣
使

の
勅
諚
を
蒙
っ
た
業
平
は
、
春
日
社
に
天
地
長
久
の
祈
り
を
し
、
風
流
の

舞
を
行
う
。

『
河
内
通
』
第
三
で
は
、
井
筒
（
死
霊
）
と
白
露
（
生
霊
）
の
凄
ま
じ
い
「
恋

争
い
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
井
筒
の
亡
魂
は
、
そ
の
後
、
恋
と
い
う
文
字
に
な

る
。
こ
の
場
面
は
、〔
図
３
〕
下
段
よ
り
、
黒
雲
や
人
形
に
か
ら
く
り
が
用
い

ら
れ
、
そ
れ
が
見
所
だ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
第
四
も
、
水
上
で
浮
き
木
が
鹿
、

託
宣
と
変
化
す
る
水
か
ら
く
り
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
元
禄
一
〇
年

頃
に
は
よ
り
大
が
か
り
に
な
る
が
、
元
禄
初
年
頃
も
、
宇
治
座
は
加
賀
掾
の
語

い
つ
ゝ
の
ま
へ
の
し
れ
う

　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
る
ゝ
所

白
つ
ゆ
ひ
め
の
い
き
れ
う

あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　

な
け
き
給
ふ

　
　
　
　
　
　

ほ
う
と
う
の
内
ど
く
ろ
有

し
ら
つ
ゆ
の
し
う
し
ん

　
　
　
　
　
　

天
人
（
お
し
へ
）
給
ふ

な
り
平
お
と
ろ
き
給
ふ

い
つ
ゝ
の
ま
へ
せ
り
あ
ひ
の
所

い
つ
ゝ
の
ま
へ
の
し
う
し
や
く

　
　
　
　
　
　
　

 

〔
文
字
と
な
る
〕

か
き
は
つ
こ
つ
に
（
う
ら
み
）
を
い
ふ
所

〔図３〕『河内通』十オ・九ウ　（天理大学附属天理図書館所蔵）

� 本図の転載・利用を禁じる。
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り
だ
け
で
な
く
、
か
ら
く
り
で
も
人
気
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
で
、
餓
鬼
と
天
人
が
、
水
風
火
土
か
ら
な
る
人
身
は
借
り
物
で

六
欲
煩
悩
の
種
を
断
つ
よ
う
業
平
に
語
る
場
面
も
、
本
作
の
聞
か
せ
所
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
凄
ま
じ
い
嫉
妬
の
争
い
を
見
せ
て
、
そ
れ
を
戒
め
、
教
化
す

る
。
こ
れ
が
、『
河
内
通
』
の
眼
目
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明
の
悪
方
か
く
げ
ん
が
登
場
す
る
場
面

以
降
の
筋
の
梗
概
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
一
口
明
の
切
】
異
形
の
道
心
が
来
る
が
、
そ
れ
は
、
悪
心
故
、
親
に

勘
当
さ
れ
た
御
台
み
し
ま
姫
の
兄
か
く
げ
ん
だ
っ
た
。
少
将
は
か
く
げ
ん

と
皆
を
伴
い
屋
敷
に
帰
る
。【
第
一
中
入
】
松
波
家
の
小
姓
し
ほ
が
ま
だ

ん
六
は
、
念
者
で
あ
る
家
老
の
た
に
蔵
人
の
浮
気
に
悋
気
す
る
が
仲
直
り

す
る
。
か
く
げ
ん
と
母
隠
居
は
、
御
家
乗
っ
取
り
を
企
み
、
樋
か
ら
お
つ

ね
の
部
屋
ま
で
穴
を
掘
り
、
似
せ
狸
に
な
っ
て
少
将
親
子
を
殺
そ
う
と
し

て
い
る
。
そ
れ
を
立
ち
聞
き
し
た
蔵
人
は
、
二
人
に
続
い
て
穴
に
入
り
、

お
つ
ね
を
逃
が
す
が
、
少
将
は
隠
居
が
化
け
た
似
せ
狸
を
討
っ
て
し
ま
う
。

少
将
は
親
殺
し
の
罪
で
九
州
に
配
流
、
屋
敷
は
閉
門
と
な
る
。

【
第
二
口
明
】
蔵
人
の
舅
が
娘
を
出
家
さ
せ
、
蔵
人
と
縁
を
切
り
大
膳

（
か
く
げ
ん
）
側
に
就
こ
う
と
す
る
が
、
嫡
子
八
三
郎
は
父
に
意
見
す
る
。

蔵
人
妻
も
帽
子
を
脱
ぎ
、
髪
を
切
ら
ず
出
家
し
て
い
な
い
姿
を
蔵
人
に
見

せ
る
。
蔵
人
は
、
妻
と
八
三
郎
を
連
れ
帰
る
。【
第
二
中
入
】
ぜ
ん
に
う

法
師
は
、
筑
紫
の
少
将
か
ら
預
か
っ
た
お
家
の
重
宝
の
篳
篥
を
、
し
ほ
が

ま
だ
ん
六
で
は
な
く
、
大
膳
に
渡
し
て
し
ま
う
。
大
膳
は
「
少
将
は
首
を

討
た
れ
た
。
御
台
、
若
君
は
土
佐
に
流
罪
」
と
い
う
偽
宣
旨
を
告
げ
る
が
、

だ
ん
六
は
閉
門
を
破
ら
せ
、
お
家
を
乗
っ
取
ろ
う
と
す
る
大
膳
の
企
み
を

暴
く
。
法
師
は
、
誤
っ
て
篳
篥
を
大
膳
に
渡
し
た
と
気
付
き
、
だ
ん
六
諸

共
大
膳
に
詰
め
か
か
る
。
大
膳
は
逃
げ
、
法
師
は
大
膳
が
父
を
討
っ
た
敵

と
知
る
。

【
第
三
】
少
将
配
流
先
の
筑
紫
に
下
っ
た
お
つ
ね
は
、
旅
の
疲
れ
で
患
い
、

駕
籠
で
通
り
か
か
っ
た
和
尚
に
薬
を
貰
う
が
、
小
僧
が
毒
見
す
る
と
手
足

が
萎
え
る
。
和
尚
は
土
砂
と
取
り
違
え
た
と
言
い
、
少
将
を
討
て
と
寄
こ

し
た
大
膳
の
書
状
を
証
拠
に
、
都
へ
申
し
開
き
を
す
る
よ
う
助
言
す
る
。

大
膳
は
所
の
百
姓
に
少
将
の
絵
姿
を
渡
し
、
少
将
を
捕
え
ろ
と
命
じ
て
い

る
。
百
姓
共
が
据
え
た
関
を
、
少
将
は
和
尚
を
殿
に
仕
立
て
、
自
分
は
馬

子
の
出
立
ち
で
通
ろ
う
と
す
る
が
、
詮
議
さ
れ
る
。
和
尚
は
機
転
を
き
か

し
、
自
分
は
大
膳
の
家
老
と
言
っ
て
百
姓
を
帰
ら
せ
る
。
だ
ん
六
が
帰
参

の
宣
旨
を
告
げ
、
城
右
衛
門
（
ぜ
ん
に
う
法
師
）
が
大
膳
を
討
ち
、
皆
悦

ぶ
所
へ
、
似
せ
狸
と
な
っ
て
討
た
れ
た
隠
居
の
亡
魂
が
現
れ
、
恨
み
を
な

す
が
討
た
れ
る
。
皆
、
帰
京
し
、
松
波
の
家
は
栄
え
る
。

こ
の
様
に
、『
松
波
』
で
は
、
悪
方
か
く
げ
ん
が
登
場
し
た
後
は
、『
河
内

通
』
と
は
全
く
異
な
る
、
元
禄
歌
舞
伎
お
定
ま
り
の
お
家
騒
動
と
敵
討
の
筋
が

展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
元
禄
六
年
度
、
京
、
村
山
座
上
演
『
丹
波
与
作
手
綱
帯
』（
富
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永
平
兵
衛
作
）
を
翻
案
し
た
、
大
坂
、
岩
井
座
二
の
替
『
仏
母
摩
耶
山
開
帳
』

も
『
松
波
』
と
同
様
の
作
劇
法
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

が
、
土
田
氏
は
「
狂
言
取

り
・
趣
向
取
り
―
元
禄
歌
舞
伎
の
場
合（

（1
（

―
」
で
、「
津
打
治
兵
衛
の
場
合
…
京

都
の
、
し
か
も
上
演
さ
れ
た
ば
か
り
の
当
り
狂
言
を
そ
の
ま
ま
取
込
ん
で
「
そ

こ
〳
〵
し
ぐ
み
を
か
へ
て
」（『
岩
井
半
四
郎
さ
い
ご
物
語
』）
大
坂
で
上
演
す
る
と

い
う
の
が
、
常
套
の
手
段
で
あ
っ
た
。
…
改
変
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
最
大
の

理
由
は
、
役
者
づ
か
い
の
問
題
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、『
松
波
少
将
通
車
』
を
演
じ
た
主
要
な
役
者
の
芸
風
や
評
判
を
、

役
者
評
判
記
で
窺
っ
て
み
た
。（
括
弧
内
の
四
桁
漢
数
字
の
上
一
桁
で
『
歌
舞
伎
評

判
記
集
成
』
第
Ⅰ
期
の
巻
数
、下
三
桁
で
頁
数
を
示
し
た
。
傍
線
、太
線
部
分
は
稿
者
。）

先
ず
、
松
波
少
将
、
御
台
み
し
ま
姫
、
妾
お
つ
ね
を
演
じ
た
役
者
は
、
岩
瀬

本
『
役
者
大
鑑
』（
以
下
、『
大
鑑
』
と
略
す
。）
で
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

（
括
弧
内
に
、
引
用
評
文
の
刊
行
年
月
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
し
た
。）

　

松
波
少
将
清
さ
だ 

… 

中
ノ
上
（
立
役
）
村
山
平
右
衛
門

　
　

�

村
山
の
世
継
男
さ
る
の
と
し
（
稿
者
注　

元
禄
五
年
）
九
郎
右
衛
門
を

改
め
名
ま
で
平
右
衛
門
に
成
給
…
此
こ
ろ
は
さ
の
み
ひ
や
う
ば
ん
も

な
し
…
惣
べ
つ
役
者
の
諸
げ
い
を
み
る
に
。
よ
き
事
に
も
ち
ゆ
れ
は

け
い
一
き
わ
よ
く
み
ゆ
る
も
の
な
り
…
む
ら
山
の
跡
目
よ
き
役
目
の

み
つ
と
め
た
ま
は
ゝ
諸
げ
い
し
あ
げ
ら
る
ゝ
事
も
あ
る
へ
き
や
う�

 

（
元
禄
５
・
２
、
一
三
二
九
）

御
台
み
し
ま
姫 

… 

上　

若
女
か
た　

玉
川
半
太
夫

　
　

�

そ
の
う
つ
く
し
き
中
に
も
市
川
か
を
り
松
も
と
兵
蔵
う
へ
村
井
づ
ゝ

富
澤
さ
ま
の
介
。
さ
て
は
玉
川
の
君
諸
げ
い
は
し
ら
ず
当
代
美
人
の

四
天
王
ひ
と
り
武
者
の
五
人
な
る
へ
し
…
此
君
近
年
し
つ
か
り
と
お

も
役
を
つ
と
め
た
ま
は
ぬ
ゆ
へ
。
ひ
い
で
た
る
事
も
な
し
（
元
禄
５
・

２
、
一
三
四
七
）　

妾
お
つ
ね 

… 

中
の
上　

若
衆
形　

松
本
兵
蔵

　
　

�

女
形
に
し
て
も
若
衆
形
に
し
て
も
め
ん
て
い
う
つ
く
し
く
出
た
ち
ば

へ
が
す
れ
は
ふ
た
い
の
か
さ
り
物
…
す
い
分
情
を
い
た
し
て
む
か
し

に
か
は
ら
ず
上
文
字
に
成
給
へ
（
元
禄
８
・
２
、
一
三
六
四
）

太
線
部
分
で
示
し
た
通
り
、
少
将
役
を
演
じ
た
村
山
九
郎
右
衛
門
は
、
翌
年

（
元
禄
五
年
）
度
、
親
か
ら
村
山
座
の
名
代
と
座
本
を
譲
ら
れ
村
山
平
右
衛
門

を
名
乗
っ
て
い
る（

（1
（

。
御
台
を
演
じ
た
玉
川
半
太
夫
と
妾
お
つ
ね
を
演
じ
た
松
本

兵
蔵
は
、
美
し
い
女
方
五
人
の
内
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
兵
蔵
は
、『
役
者
大

鑑
合
彩
』（
以
下
、『
合
彩
』
と
略
す
。）
に
「
御
親
父
名
左
」（
一
三
九
四
）
と
記

さ
れ
る
通
り
、
大
坂
の
名
代
松
本
名
左
衛
門
の
子
で
あ
っ
た
。『
松
波
』
の
冒

頭
場
面
で
、『
河
内
通
』
が
利
用
さ
れ
、
少
将
の
御
台
と
妾
に
美
貌
の
女
方
二

人
が
配
さ
れ
た
の
は
、
次
年
度
、
村
山
座
の
名
跡
を
継
ぐ
九
郎
右
衛
門
（
平
右

衛
門
）
を
引
き
立
て
る
為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
平
右
衛
門
は
、「
よ
き
役
目

の
み
つ
と
め
た
ま
は
ゝ
諸
げ
い
し
あ
げ
ら
る
ゝ
事
も
あ
る
へ
き
や
う
」
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
相
手
役
を
勤
め
た
半
太
夫
は
「
近
年
し
つ
か
り
と
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お
も
役
を
つ
と
め
た
ま
は
ぬ
ゆ
へ
。
ひ
い
で
た
る
事
も
な
し
」、
兵
蔵
は
「
す

い
分
情
を
い
た
し
て
…
上
文
字
に
成
給
へ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、『
松

波
』
で
は
、
少
将
を
め
ぐ
る
御
台
と
妾
の
凄
ま
じ
い
「
恋
争
い
」
や
「
嫉
妬

事
」
が
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
為
、
観
客
は
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、『
松
波
』
の
山
場
（
第
二
中
入
）
で
活
躍
す
る
の
は
、
大
膳
（
か
く
げ

ん
）
役
の
敵
役
小
野
山
宇
治
右
衛
門
と
、
し
ほ
が
ま
だ
ん
六
役
の
若
衆
方
桜
山

林
之
介
、
ぜ
ん
に
う
法
師
役
の
立
役
音
羽
次
郎
三
郎
で
あ
る
。
宇
治
右
衛
門
は
、

第
一
中
入
で
は
「
似
せ
狸
」
に
な
っ
て
、〔
図
４
〕
上
段
の
図
像
の
様
な
、
屏
風

の
上
で
倒
立
し
て
歩
く
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
技
も
行
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。

こ
の
「
似
せ
狸
」
の
演
技
で
興
味
が
引
か
れ
る
の
が
、
以
下
の
評
文
で
あ
る
。

『
野
良
立
役
舞
台
大
鏡
』（
貞
享
四
年
正
月
刊
）

中　

小
野
山
宇
治
右
衛
門　
　

都
一
番
の
か
た
き
役
…
い
に
し
へ
は
小
の

山
し
づ
ま
今
は
ぶ
ん
ぶ
く
若
衆
が
た
に
毛
が
は
へ
て
か
た
き
役
（
一
二
五

七
）

岩
瀬
本
『
役
者
大
鑑
』

今
ノ
上
　々

か
た
き
役　

小
野
山
宇
治
右
衛
門　
　

今
は
ぶ
ん
ぶ
く
わ
か

し
ゆ
が
た
に
毛
が
は
へ
て
。
か
た
き
役
の
宇
治
右
衛
門
な
れ
は
。
男
つ
き

き
れ
い
に
し
て
す
き
者
お
ほ
し
○
ほ
う
ひ
げ
に
長
が
た
な
せ
い
に
は
す
こ

し
あ
ま
れ
と
も
。
よ
く
さ
し
こ
な
し
…
こ
れ
ま
て
は
前
評
の
お
も
む
き
。

い
ま
又
新
評
に
い
は
く
此
人
ま
な
こ
つ
き
で
も
つ
た
か
た
き
役
と
し
る
へ

し
。（
元
禄
５
・
２
、
元
禄
６
、
一
三
三
七
）

太
線
部
分
の
「
ぶ
ん
ぶ
く
若
衆
が
た
に
毛
が
は
へ
て
」
は
、「
ぶ
ん
ぶ
く
茶

釜
に
毛
が
は
え
て
」
の
も
じ
り
と
考
え
ら
れ
、「
狸
」
が
連
想
さ
れ
る
。
小
野

山
し
づ
ま
と
い
う
名
の
若
衆
方
で
あ
っ
た
宇
治
右
衛
門
は
、『
野
良
立
役
舞
台

大
鏡
』
の
評
文
よ
り
、
貞
享
三
年
に
は
敵
役
に
転
向
し
て
い
て
、「
似
せ
狸
」

の
演
技
で
評
判
を
得
て
い
た
と
知
れ
る
。
そ
の
時
の
「
似
せ
狸
」
の
演
技
が

『
松
波
』
で
も
仕
組
ま
れ
た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。
だ
が
、
元
禄
五
年
ヵ
刊
『
合
彩
』
以

降
、「
ぶ
ん
ぶ
く
…
」
の
評
文
は
な
く
な
っ
て
い
る
。『
大
鑑
』（
元
禄
６
年
）
の

「
新
評
に
い
は
く
此
人
ま
な
こ
つ
き
で
も
つ
た
か
た
き
役
」
と
の
評
文
よ
り
、

宇
治
右
衛
門
は
、
持
ち
前
の
大
き
な
目
で
の
睨
む
演
技
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
六
年
三
月
刊
『
野や

良ろ
う

関せ
き

相ず

撲も
う

』（
（1
（

に
は
「
眼
玉
を
ひ
つ
く

り
か
へ
し
て
は
梢
の
か
ら
す
も
睨
お
と
し
」（
一
五
四
二
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

宇
治
右
衛
門
扮
す
る
〔
図
１
〕
右
下
、〔
図
５
〕
下
段
左
側
に
描
か
れ
た
頬
髭

の
大
膳
（
か
く
げ
ん
）
の
目
は
、
大
き
く
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
二
中
入
で
、
こ
の
宇
治
右
衛
門
と
対
峙
す
る
の
が
、〔
図
５
〕
下
段
右
側

に
描
か
れ
て
い
る
、
し
ほ
が
ま
だ
ん
六
役
の
若
衆
方
桜
山
林
之
介
で
あ
る
。
貞

享
三
年
霜
月
刊
『
難な

波に
わ

立た
ち

聞ぎ
き

昔む
か
し

語が
た
り

』（
（2
（

に
「
橋
か
ゝ
り
よ
り
御
出
の
め
も
と
に

鹽
が
有
」「
口
跡
前
代
未
聞
の
出
来
物
。
難
波
の
わ
か
し
ゆ
方
。
随
一
」（
一
二

〇
八
）
と
記
さ
れ
た
林
之
介
は
、『
大
鑑
』
と
『
合
彩
』
で
は
次
の
様
に
評
さ

れ
て
い
る
。

岩
瀬
本
『
役
者
大
鑑
』

今
の
上
上　

若
衆
か
た　

桜
山
林
之
介　
　

目
に
恋
を
も
た
す
若
し
ゆ
…



33

此
君
を
み
て
鹽
を
は
か
る
に
…
八
合
は
こ
ぼ
し
て
正
味
二
合
な
ら
て
は
の

こ
ら
ず
。
そ
の
鹽
み
な
林
の
介
が
目
も
と
に
こ
ぼ
れ
か
ゝ
る
と
い
へ
り
○

上
る
り
よ
し
。
そ
の
か
み
さ
ゝ
木
大
か
ゞ
み
の
道
ゆ
き
（
元
禄
５
・
２
、

一
三
六
〇
）

『
役
者
大
鑑
合
彩
』（
元
禄
三
年
春
刊
「
い
ろ
は
丁
」）　

若
衆
か
た　

桜
山
林
之
介　
　

津
の
く
に
の
．
名
物
わ
か
し
ゆ
と
は
こ
れ

な
ん
め
り
．
…
な
が
い
つ
め
ひ
ら
き
お
も
し
ろ
く
．
ま
づ
武
道
り
こ
ん
に

み
へ
て
よ
し
．
…
此
人
め
づ
か
い
に
て
し
ぬ
る
と
沙
汰
す
る
ゆ
へ
．
し
げ

ふ
め
を
つ
か
は
る
ゝ
（
一
四
〇
一
）

『
松
波
』
で
の
桜
山
林
之
介
の
役
名
が
、「
し
ほ
（
鹽
）
が
ま
だ
ん
六
」
と

さ
れ
た
の
は
、
評
判
記
で
の
「
め
も
と
に
鹽
（
稿
者
注
、
愛
嬌
）
が
有（

（2
（

」
と
い

う
評
文
が
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
一
中
入
冒
頭
で
念
者
の
蔵

人
の
浮
気
に
悋
気
し
た
後
、
仲
直
り
す
る
場
面
は
、『
合
彩
』（「
い
ろ
は
丁
」）

に
記
さ
れ
た
林
之
介
の
「
め
づ
か
い
に
て
し
ぬ
る
」
演
技
を
見
せ
る
為
、
ま
た
、

第
二
中
入
で
の
大
膳
の
偽
宣
旨
を
暴
く
詰
め
開
き
の
場
面
も
、『
合
彩
』（「
い

ろ
は
丁
」）
で
「
な
が
い
つ
め
ひ
ら
き
お
も
し
ろ
く
」
と
評
さ
れ
た
林
之
介
の
得

意
芸
を
生
か
す
為
に
仕
組
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
第
二
中
入
で
だ
ん
六
と
共
に
大
膳
を
追
い
詰
め
、
第
三
で
親
の
敵
大

膳
を
討
つ
、
ぜ
ん
に
う
法
師
役
の
音
羽
次
郎
三
郎
は
、『
合
彩
』
で
「
ひ
つ
じ

の
年
（
稿
者
注
、
元
禄
四
年
）
上
京
し
て
む
ら
山
座
の
お
も
役
を
つ
と
め
た
ま
ふ

事
ま
づ
も
つ
て
ほ
ま
れ
也
」（
一
四
一
〇
）、『
野
良
関
相
撲
』
で
は
「
村
山
座
へ

松
な
み
少
将
お
と
ろ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
せ
た
ぬ
き

に
せ
た
ぬ
き
び
や
う
ぶ
の
上
を
あ
る
く

　
　
　
　
　
　

く
ら
ん
ど
た
ぬ
き
に
成

　
　
　
　

大
ぜ
ん
か
け
来
る

松
な
み
少
将

　
　
　
　

り
し
や
う
い
ん
う
た
れ

く
ら
ん
ど
て
だ
て
を
い
ふ

〔図４〕『松波少将通車』七オ〔図５〕『松波少将通車』九ウ
（大阪大学附属図書館、赤木文庫所蔵）

クリエイティブ・コモンズ表示-継承 4.0 国際ライセンス（CC BY-SA）
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja

　
　
　

し
や
う
げ
ん
が
侍

し
や
う
げ
ん
ま
て
と
い
ふ

子
か
た
山
八
三
郎

お
ら
ん
が
小
袖
く
ろ
か
み

く
ら
ん
ど
ひ
つ
立
る

少
将
や
か
た
へ
い
も
ん
の
所

 

〔
せ
ん
じ
と
は
ど
な
た
の
仰
じ
や

　
　
　

ま
つ
す
く
に
い
ふ
ま
い
か
〕

し
ほ
が
ま
だ
ん
六
せ
ん
ぎ
す
る

大
ぜ
ん
ひ
ち
り
き
を
持
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は
じ
め
て
の
ぼ
ら
れ
し
時
い
つ
た
ん
あ
た
り
た
る
も
お
手
柄
…
又
ふ
る
き
難
波

に
く
た
り
太
夫
本
の
仕
合
」（
一
五
四
二
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
松
波
』
は
、

二
人
の
大
坂
役
者
を
活
躍
さ
せ
る
作
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
家
老
の
た
に
蔵
人
役
を
演
じ
た
立
役
藤
川
武
左
衛
門
は
、『
大
鑑
』

（
元
禄
５
・
２
）
で
「
み
や
こ
と
こ
夏
の
ぶ
だ
う
か
た
に
て
村
山
座
の
つ
き
も

の
」
だ
が
「
見
え
た
た
け
の
役
者
」（
一
三
二
七
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。『
松
波
』

で
も
村
山
九
郎
右
衛
門
（
少
将
役
）
と
桜
山
林
之
介
（
し
ほ
が
ま
だ
ん
六
役
）
の

引
き
立
て
役
に
回
っ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
は
数
年
後
、
敵
役
に
転
向
し
、
元
禄

一
二
年
、
京
、
都
万
太
夫
座
二
の
替
『
け
い
せ
い
仏
の
原
』
で
、
娘
の
為
に
悪

事
を
働
く
乾
介
太
夫
役
を
演
じ
て
以
後
、
近
松
歌
舞
伎
に
常
連
す
る
役
者
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
付
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
で
は
、
道
外
方
が
活
躍
す
る
。〔
図
６
〕
上
段
右
端
に
は
、
安
楽
寺
和

尚
が
、
小
僧
に
薬
で
は
な
く
土
砂
（
加
持
祈
祷
し
た
砂
）
を
誤
っ
て
飲
ま
せ
た
為
、

小
僧
は
萎
え
る
と
い
う
滑
稽
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
和
尚
役
を
演
じ
た
天

上
又
右
衛
門
は
、『
大
鑑
』（
元
禄
５
・
２
）
に
「
三
十
丈
の
天
じ
や
う
へ
も
く

び
の
つ
か
ゑ
る
や
う
な
せ
い
也
」（
一
三
七
一
）、『
野
良
関
相
撲
』
で
は
「
と
き

〴
〵
お
か
し
き
事
を
い
は
る
ゝ
も
平
生
㒵
つ
き
」（
一
五
四
一
）
と
記
さ
れ
る
道

外
方
だ
が
、
絵
入
狂
言
本
は
第
三
の
筋
や
台
詞
を
大
幅
に
省
略
す
る
の
で
、
関

所
を
通
る
た
め
、
殿
に
仕
立
て
ら
れ
た
和
尚
が
、
半
道
方
田
島
半
兵
衛
扮
す
る

百
姓
に
詮
議
さ
れ
る
場
面
で
の
や
り
と
り
が
不
明
な
の
は
残
念
で
あ
る
。

大
団
円
で
は
、「
似
せ
狸
」
に
な
っ
て
少
将
に
討
た
れ
た
隠
居
の
亡
魂
が
現

れ
、「
こ
く
う
を
か
け
り　

う
ら
み
を
な
す
」。
こ
の
場
面
は
〔
図
６
〕
左
上
の

図
像
よ
り
、
か
る
わ
ざ
長
崎
色
の
介
に
よ
る
「
二
つ
縄
」
の
曲
芸
で
演
じ
ら
れ

た
と
知
れ
る
。
挿
絵
に
は
、「
二
つ
縄
」
の
上
に
立
っ
て
い
る
色
の
介
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
余
白
に
は
「
二
つ
な
は
を
わ
た
り
さ
ま
〴
〵
き
よ
く
を
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〔
図
７
〕〔
図
８
〕
は
、
時
代
の
下
る
か
ら
く
り
の
資

料（
（2
（

だ
が
、
こ
れ
ら
の
図
像
に
見
ら
れ
る
演
技
も
行
わ
れ
た
と
推
量
さ
れ
よ
う
。

第
三
の
大
切
が
軽
業
の
曲
芸
と
い
う
の
は
珍
し
い
演
出
で
あ
る
。

以
上
、
役
者
評
判
記
で
『
松
波
少
将
通
車
』
を
演
じ
た
主
な
役
者
の
芸
風
や

評
判
を
探
っ
た
結
果
、
松
波
家
の
お
家
騒
動
と
城
右
衛
門
（
ぜ
ん
に
う
法
師
）

の
敵
討
を
描
く
『
松
波
』
は
、
京
で
人
気
の
敵
役
小
野
山
宇
治
右
衛
門
と
元
禄

四
年
度
、
京
、
村
山
座
に
出
座
し
た
大
坂
の
人
気
若
衆
方
桜
山
林
之
介
、
立
役

音
羽
次
郎
三
郎
と
を
対
峙
さ
せ
、
彼
ら
の
得
意
芸
を
生
か
す
よ
う
山
場
（
第
二

中
入
）
が
仕
組
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

だ
が
、『
松
波
』
の
主
人
公
松
波
少
将
役
は
、
次
年
度
、
村
山
座
の
名
代
兼

座
本
を
継
ぐ
村
山
九
郎
右
衛
門
に
配
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
場
面
で
数
々
の
恋
愛

遍
歴
で
名
高
い
『
伊
勢
物
語
』
の
モ
デ
ル
で
あ
る
在
原
業
平
を
主
人
公
と
し
た

浄
瑠
璃
『
河
内
通
』
が
利
用
さ
れ
た
の
も
、
九
郎
右
衛
門
に
「
よ
き
役
目
」
を

演
じ
さ
せ
る
為
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

す
る
と
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
松
波
』
第
一
口
明
と
『
河
内
通
』
第
一 

に
お
け
る
、
以
下
に
示
す
異
同
箇
所
（〔
表
３
〕
の
網
掛
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
部
分
）
で

あ
る
。
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あ
ん
ら
く
じ
の
お
し
や
う

　
　

こ
ぞ
う
ど
し
や
の
み
な
へ
る

　
　

ま
き
の
丞
き
め
る

　
　

お
つ
ね
た
び
つ
か
れ

　
　

く
ら
ん
ど
女
方
お
ら
ん

　
　
　
　
　

 

か
た
山
八
三
郎

　
　
　

 

く
ら
ん
ど
が
女
方

　
　

て
か
け
お
つ
ね

　
　
　
　
　

 

小
性
ま
き
の
丞

　
　

少
将
の
み
だ
い
所

〔図６〕『松波少将通車』十三オ・十二ウ　（大阪大学附属図書館、赤木文庫所蔵）
クリエイティブ・コモンズ表示-継承 4.0 国際ライセンス（CC BY-SA）

https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja

か
る
わ
ざ
長
さ
き
色
の
介

〔
丸
竹
を
わ
た
る
〕

〔
二
つ
な
は
を
わ
た
り
さ
ま
〴
〵

　
　
　
　
　
　
　

き
よ
く
を
す
る
〕

い
ん
き
よ
ば
う
こ
ん
あ
ら
わ
れ

〔
か
る
わ
ざ
色
の
介
〕

　
　
　
　

 

し
ほ
が
ま
だ
ん
六

　
　

少
将
ま
ご
と
成

お
し
や
う
侍
の
て
い
と
成

　
　
　
　
　
　

 

大
ぜ
ん
さ
い
ご

　
　

 

城
右
衛
門
か
た
き
打

　
　
　
　
　

 

の
た
に
く
ら
ん
ど

〔図７〕『京掛略乱曲』八オ

（国立国会図書館所蔵）

〔図８〕『梯曲伊達姿』八オ

（国立国会図書館所蔵）

『
河
内
通
』

井
筒
は
男
姿
な
の
を
幸
い
、
夫
業
平
の
妾
白
露
の
心
を
試
そ
う
と
白
露
に

濡
れ
か
か
る
が
、
白
露
は
二
世
か
け
た
男
が
い
る
と
言
う
。
そ
の
男
（
業

平
）
を
討
つ
と
井
筒
が
駆
け
出
す
と
、
白
露
は
命
か
け
て
と
井
筒
の
刀
に

縋
り
付
く
。
井
筒
は
白
露
を
認
め
る
。
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『
松
波
少
将
通
車
』

少
将
御
台
が
女
と
明
か
し
て
市
原
野
に
来
た
事
情
を
話
す
と
、
少
将
妾
お

つ
ね
は
、
騙
さ
れ
た
と
言
っ
て
子
供
を
連
れ
て
来
さ
せ
る
。
お
つ
ね
は
、

白
河
で
の
少
将
と
の
馴
れ
初
め
を
語
り
、
奥
様
は
い
な
い
と
少
将
が
言
っ

た
故
、
都
に
上
っ
た
が
、
斯
く
な
る
上
は
、
尼
に
な
る
と
言
う
。

何
故
な
ら
、『
松
波
』
の
こ
の
妾
お
つ
ね
の
台
詞
、
及
び
、
少
将
と
お
つ
ね
の

人
物
造
形
は
、
近
松
浄
瑠
璃
『
天
智
天
皇
』
が
描
く
そ
れ
ら
と
類
似
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
、『
松
波
』
と
近
松
浄
瑠
璃
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
く
。

五
、�『
松
波
少
将
通
車
』
第
一
口
明
と
近
松
浄
瑠
璃�

 

『
天
智
天
皇
』
第
三
に
お
け
る
人
物
造
形
の
類
似

貞
享
期
（
一
六
八
四
～
一
六
八
八
）、
近
松
は
、
謡
曲
、
舞
曲
、
古
浄
瑠
璃
な

ど
の
先
行
作
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
に
は
登
場
し
な
い
二
人
の
女
性
を
、

新
た
に
自
作
の
時
代
浄
瑠
璃
に
配
し
、
主
人
公
を
め
ぐ
る
二
人
の
女
性
の
「
恋

争
い
」
を
見
せ
場
と
し
た
。

『
出
世
景
清
』（
貞
享
二
年
、
竹
本
座
二
の
替
）
の
小
野
姫
と
遊
女
阿
古
屋
、

『
薩
摩
守
忠
度
』（
貞
享
三
年
十
月
、
竹
本
座
）
の
菊
の
前
と
海
女
三
日
月
、『
主

馬
判
官
盛
久
』（
貞
享
三
年
十
月
以
後
、
同
四
年
正
月
以
前
、
竹
本
座
）
の
常
夜
の

前
と
海
女
曙
と
、
二
人
の
女
性
の
一
方
は
高
貴
な
姫
や
奥
方
で
、
他
方
は
賤
の

女
や
遊
女
で
あ
っ
た（

（2
（

。
近
松
は
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
、
二
人
の
女
性
の
恋
敵

に
対
す
る
激
し
い
嫉
妬
心
や
競
争
心
を
描
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
元
禄
初
年
に
な
る
と
、
近
松
は
、『
せ
み
丸
』
や
『
天
智
天

皇
』
で
、
男
主
人
公
の
不
実
な
「
偽
り
の
言
葉
」
や
浮
気
に
よ
っ
て
心
乱
さ
れ

る
女
性
達
を
描
き
始
め
る（

（2
（

。

五
段
物
時
代
浄
瑠
璃
『
せ
み
丸
』
第
一
・
第
二
・
第
三
の
筋
は
以
下
の
通
り
。

（
太
線
部
分
で
男
主
人
公
の
「
偽
り
の
言
葉
」
を
、
波
線
部
分
で
心
乱
さ
れ
る
女
性
の

心
情
が
描
か
れ
た
箇
所
を
示
し
た
。
以
下
、
同
様
。）

蝉
丸
の
北
の
方
は
、
蝉
丸
と
夫
婦
の
語
ら
い
が
な
い
。
北
の
方
が
長
枕
を

二
つ
に
切
っ
て
蝉
丸
に
恨
み
言
を
言
う
と
、
蝉
丸
は
「
出
家
を
の
ぞ
み
一

生
不
犯
の
願
」
を
立
て
て
い
る
と
言
い
逃
れ
る
。
実
は
蝉
丸
に
は
、
直
姫

と
い
う
賤
し
い
身
な
が
ら
子
ま
で
な
し
た
恋
人
が
い
た
。
蝉
丸
が
直
姫
と

交
わ
し
た
誓
紙
を
見
た
北
の
方
は
、
狂
い
わ
な
な
き
館
を
出
、
宇
治
橋
姫

の
宮
に
、
三
つ
の
鉄
輪
に
瞋
恚
の
炎
を
燃
や
し
、
丑
の
刻
参
り
す
る
。
そ

こ
に
同
じ
姿
の
女
（
芭
蕉
）
が
来
て
、
二
人
は
悋
気
講
を
始
め
、
直
姫
を

呪
っ
て
釘
を
打
つ
。
こ
れ
を
見
て
い
た
蝉
丸
の
め
の
と
清
貫
が
北
の
方
を

諫
め
る
と
、
北
の
方
は
死
ん
で
報
い
る
と
言
っ
て
川
に
身
を
投
げ
、
亡
骸

は
蛇
身
に
変
じ
水
底
に
消
え
る
。
芭
蕉
が
清
貫
に
直
姫
へ
の
怨
み
を
吐
露

す
る
と
、
清
貫
は
芭
蕉
を
刺
す
。
芭
蕉
は
蝉
丸
に
「
偽
り
多
き
御
一
言
。

誠
と
思
ひ
身
を
焦
が
し
恋
に
心
を
悩
ま
し
て
。
あ
ら
れ
ぬ
思
ひ
に
狂
ひ
し

も
。
た
ゞ
一
筋
に
思
ふ
故
…
君
が
為
悪
し
か
れ
と
は
祈
ら
ま
し
。」
と
言

い
、
儚
く
な
る
。
蝉
丸
は
数
多
の
女
の
嫉
妬
の
恨
み
の
為
、
盲
目
と
な
り
、

帝
は
、
後
世
を
助
け
る
為
、
蝉
丸
を
逢
坂
山
に
捨
て
さ
せ
る
。
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『
せ
み
丸
』
は
、
主
に
加
賀
掾
正
本
『
あ
ふ
ひ
の
う
へ
（
葵
上
）』（
貞
享
頃
）

と
謡
曲
《
蝉
丸
》
が
利
用
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
改
変
す
る
近
松
の

作
意
に
つ
い
て
は
、
正
木
ゆ
み
氏
が
「
近
松
浄
瑠
璃
『
せ
み
丸
』
の
魅
力
―
先

行
作
摂
取
の
様
相
を
通
し
て（

（2
（

」
で
正
鵠
を
得
た
論
考
を
な
さ
れ
て
い
る
。
正
木

氏
は
、
加
賀
掾
正
本
（『
あ
ふ
ひ
の
う
へ
』
等
）
は
女
の
嫉
妬
を
「
ひ
が
め
る
女

の
瞋
恚
」
と
批
判
的
に
描
く
の
に
対
し
て
、
近
松
作
『
せ
み
丸
』
は
恋
す
る
女

の
哀
れ
さ
、
切
な
さ
に
焦
点
を
当
て
て
女
の
嫉
妬
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
蝉

丸
は
、
美
男
故
、
女
性
に
口
説
か
れ
れ
ば
そ
の
度
に
よ
い
顔
を
す
る
が
、
平
気

で
嘘
を
つ
く
「
当
世
風
の
浮
気
男
」
と
し
て
造
形
さ
れ
、「
数
々
の
女
の
思
ひ
嫉

妬
の
恨
御
一
身
に
迫
り
」
盲
目
に
な
る
と
い
う
、
古
浄
瑠
璃
や
近
松
初
期
の
浄

瑠
璃
で
は
例
が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
造
形
が
な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
、『
天
智
天
皇
』
は
、
主
に
加
賀
掾
正
本
『
平へ

い

安あ
ん

城じ
ょ
う

都み
や
こ

遷う
つ
し』（

延
宝
九

年
五
月
以
前
）
と
謡
曲
《
采う

ね

女め

》
を
利
用
し
た
五
段
物
時
代
浄
瑠
璃
で
あ
る
。

『
天
智
天
皇
』
第
三
の
筋
は
、
次
の
通
り
。

逆
目
王
子
に
王
位
簒
奪
、
横
恋
慕
さ
れ
た
大
君
と
妻
の
花
照
姫
は
都
を
逃

れ
る
。
春
日
社
で
采
女
に
、
逆
目
王
子
が
探
す
「
若
き
上
人
の
夫
婦
つ

れ
」
か
と
問
わ
れ
た
大
君
は
、「
我
等
は
夫
婦
な
ら
ず
」、
兄
妹
と
偽
る
。

そ
こ
で
、
采
女
は
宿
を
貸
し
、
采
女
の
父
御
酒
の
長
は
采
女
と
大
君
に
結

婚
の
杯
を
交
わ
さ
せ
る
。
姫
が
「
腹
立
（
大
君
の
）
袖
引
」
く
と
、
大
君

は
「
う
ろ
〳
〵
と
し
て
（
土
器
を
）
取
落
と
」
す
が
、
大
君
と
采
女
が
奥

の
亭
へ
行
き
、
姫
が
覗
く
と
、
采
女
は
下
紐
を
解
き
、
比
翼
の
睦
言
が
聞

こ
え
る
。
姫
が
「
道
に
背
き
し
忍
び
寝
な
ら
ば
悋
気
は
女
の
習
ひ
也
。
…

夫
婦
と
い
は
ぬ
上
か
ら
は
采
女
に
お
い
て
咎
も
な
し
。
…
恨
む
ま
い
思
ふ

ま
い
。
ふ
つ
ゝ
と
捨
て
ふ
」「
明
日
二
人
の
顔
を
見
ば
由
な
き
邪
気
も
お

こ
る
べ
し
…
猿
沢
の
。
池
に
身
を
投
げ
此
世
の
ほ
む
ら
を
や
す
め
ん
」
と

猿
沢
の
池
に
走
る
と
、
采
女
も
来
て
、「
名
乗
ら
せ
給
は
ゞ
か
ゝ
る
恥
辱

は
取
ま
じ
き
に
。
そ
れ
共
存
ぜ
ず
御
床
迄
参
り
し
か
ば
…
主
有
殿
御
と
知

ら
ず
し
て
女
の
道
を
背
き
た
る
。
悔
や
み
と
い
ひ
恥
と
い
ひ
生
き
て
あ
ら

れ
ぬ
我
心
」
と
語
る
。
二
人
は
一
二
を
争
い
猿
沢
の
池
に
身
を
投
げ
る
。

大
君
は
嘆
く
。

『
天
智
天
皇
』
で
も
、
大
君
は
花
照
姫
と
は
夫
婦
で
な
く
兄
妹
と
嘘
を
つ
き
、

采
女
と
床
入
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
作
で
は
、
大
君
の
「
偽
り
の
言
葉
」

が
原
因
と
な
っ
て
心
を
乱
し
た
花
照
姫
は
邪
気
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
身
を
投
げ
、

采
女
は
主
あ
る
殿
御
と
床
入
り
し
、
女
の
道
に
背
い
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
身
を

投
げ
る
と
い
っ
た
新
た
な
女
性
像
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、『
松
波
』
第
一
口
明
の
、
少
将
御
台
か
ら
市
原
野
に
来
た

事
情
を
聞
い
た
、
妾
お
つ
ね
の
台
詞
（『
河
内
通
』
第
一
を
改
変
し
た
箇
所
）
を
見

て
み
よ
う
。
当
該
箇
所
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
御
台
が
）
や
う
す
一
々
の
給
へ
ば
．「
扨
は
お
ま
へ
は
少
将
様
の
お
く
さ

ま
に
て
ま
し
ま
す
か
．
ゑ
　ゝ

扨
は
だ
ま
さ
れ
た
」
と
う
ら
め
し
げ
成
か

ほ
ば
せ
也
．（
中
略
）「
何
を
か
く
し
ま
せ
ふ　

少
将
様
の
お
か
よ
ひ
な
さ
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る
ゝ
．
あ
づ
ま
の
女
つ
ね
と
申
は　

私
が
事
で
ご
ざ
り
ま
す
．
少
将
様　

し
ら
か
は
へ
お
下
り
な
さ
れ
し
時
．
私
が
所
へ
お
や
ど
を
め
さ
れ
．
か
り

そ
め
の
た
は
ふ
れ
に
此
子
が
で
き
ま
し
た
．
少
将
様
の
仰
に
は
．
お
く
さ

ま
は
な
い
と
の
給
ひ
し
ゆ
へ
．
都
へ
上
り
し
．
只
今
の
や
う
す
を
聞
だ
ま

さ
れ
た
と
は
申
ま
し
た
．
か
く
申
ま
す
る
う
へ
な
れ
ば
．
少
将
様
の
事
は

ふ
つ
つ
り
と
思
ひ
切
．
是
よ
り
い
か
成
山
へ
も
入
．
あ
ま
ほ
う
し
共
成
心

て
い
也
．
此
若
は
少
将
様
の
お
子
な
れ
ば
．
お
ま
へ
の
子
と
思
召
下
さ
れ

な
ば　

有
が
た
ふ
候
べ
し
」
と
．
や
う
す
の
こ
ら
ず
の
給
へ
ば（

（2
（

…

『
松
波
』
の
少
将
が
お
つ
ね
に
「
奥
様
は
な
い
」
と
嘘
を
つ
い
た
設
定
と
、

御
台
か
ら
事
情
を
聞
き
、
少
将
に
妻
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
お
つ
ね
が
尼
に
な

る
と
言
う
展
開
は
、『
天
智
天
皇
』
の
大
君
が
、
采
女
に
「
我
等
は
夫
婦
な
ら

ず
」
と
「
偽
り
の
言
葉
」
を
言
っ
た
設
定
と
、
妻
が
い
る
こ
と
を
大
君
か
ら
聞

か
さ
れ
た
采
女
が
、
主
あ
る
殿
御
と
床
入
り
し
て
女
の
道
に
背
い
た
こ
と
を
悔

や
み
、
身
を
投
げ
る
展
開
に
類
似
す
る
。
ま
た
、『
松
波
』
は
こ
こ
か
ら
、
不

義
者
と
間
違
っ
て
御
台
を
縛
っ
た
少
将
に
助
け
を
求
め
ら
れ
た
妾
お
つ
ね
が
、

「
奥
様
は
い
な
い
と
い
っ
た
が
」
と
少
将
に
逆
ら
う
、
お
か
し
み
あ
る
展
開
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、『
天
智
天
皇
』
で
も
、
大
君
と
采
女
の
杯
事
の
場
面
で
、

大
君
は
妻
の
花
照
姫
に
袖
を
引
か
れ
、
う
ろ
う
ろ
と
狼
狽
し
て
土
器
を
取
り
落

と
す
と
い
う
観
客
の
笑
い
を
誘
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

近
松
浄
瑠
璃
（
義
太
夫
正
本
）
は
、
現
存
す
る
正
本
の
限
り
、
元
禄
二
年
五

月
刊
『
津
戸
三
郎
』
よ
り
後
、
刊
行
年
月
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

『
天
智
天
皇
』
は
、
江
戸
の
説
経
太
夫
、
天
満
重
太
夫
の
正
本
で
あ
る
元
禄
五

年
三
月
吉
辰
版
「
天
智
天
皇
」（
六
段
）
が
近
松
作
「
天
智
天
皇
」
の
改
作
と

見
做
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
元
禄
五
年
三
月
以
前
の
初
演
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

だ
が
、「
お
山
の
歌
う
曲
」
と
し
て
、『
せ
み
丸
』
と
『
天
智
天
皇
』
の
道
行
が

載
る
元
禄
六
年
二
月
刊
『
茶ち

ゃ

屋や

諸し
ょ

分わ
け

調ち
ょ
う

方ほ
う

記き

』
は
、
元
禄
四
年
正
月
成
稿
と

い
う
説
が
あ
り（

（2
（

、『
天
智
天
皇
』
は
、
元
禄
三
年
四
月
ヵ
、
京
、
都
万
太
夫
座

上
演
『
金か

な
お
か
が
ふ
で

岡
筆
』
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

『
天
智
天
皇
』
が
『
松
波
』
に
先
行
す
る
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
両
作
に

お
け
る
人
物
造
形
の
類
似
は
、
注
意
が
引
か
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、�

近
松
歌
舞
伎
と
富
永
平
兵
衛
歌
舞
伎
に
お
け
る�

 

「
恋
争
い
」

元
禄
初
年
の
近
松
が
、
歌
舞
伎
で
、
男
主
人
公
を
め
ぐ
る
二
人
の
女
性
の

「
恋
争
い
」
を
、
ど
の
様
に
描
い
て
い
た
か
は
、
近
松
署
名
の
あ
る
絵
入
狂
言

本
が
現
存
し
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
本
稿
第
一
章
で
示
し
た
通
り
、
延
宝
頃

か
ら
作
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
富
永
半
兵
衛
の
歌
舞
伎
も
同
様
で
あ
る
。

だ
が
、
近
松
作
『
仏
母
摩
耶
山
開
帳（

（3
（

』（
元
禄
六
年
三
月
上
演
）
第
一
で
は
、

六
田
掃
部
（
坂
田
藤
十
郎
）
の
御
台
は
、
夫
が
室
の
傾
城
異
国
に
馴
染
み
屋
敷

に
帰
ら
な
い
の
で
、
夫
を
屋
敷
に
戻
す
為
、
夫
と
異
国
と
の
間
の
子
を
屋
敷
に

呼
ん
だ
り
、
傾
城
高
橋
を
請
出
し
て
傾
城
の
風
を
学
ん
だ
り
し
て
い
る
。
同
じ

く
『
今
源
氏
六
十
帖（

（3
（

』（
元
禄
八
年
一
月
上
演
）
第
一
で
は
、
尼
寺
に
許
嫁
ふ
か

草
を
追
っ
て
来
た
住
の
江
な
る
お
の
介
（
大
和
屋
甚
兵
衛
）
は
、
ふ
か
草
か
ら
、
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「
以
前
は
住
江
な
る
お
の
介
様
と
云
て
．
お
国
に
本
妻
有
と
聞
．
今
で
も
世
に

出
給
へ
ば
国
へ
お
帰
り
な
さ
れ
ふ
．
時
に
は
私
は
捨
て
ら
る
ゝ
で
あ
ら
ふ
．
な

れ
ば
末
も
遂
げ
ぬ
縁
を
結
ば
ん
よ
り
は
と
存
．
…
尼
と
成
心
底
」
と
告
げ
ら
れ

て
い
る
。
六
田
掃
部
御
台
と
ふ
か
草
の
造
形
は
、『
松
波
』
の
少
将
御
台
と
妾

お
つ
ね
に
通
じ
る
造
形
と
い
え
る
。

次
に
、
富
永
平
兵
衛
作
の
歌
舞
伎
を
見
て
み
る
。『
鹿か

島し
ま

之の

要か
な
め

石い
し

』（
（3
（

（
元
禄

五
年
秋
ヵ
上
演
）
第
二
で
は
、
夫
（
山
下
半
左
衛
門
）
の
前
妻
お
す
ぎ
の
子
と
間

違
え
ら
れ
我
子
を
殺
さ
れ
た
お
そ
め
（
萩
野
左
馬
之
丞
）
は
、
夫
と
お
す
ぎ
が

親
し
く
語
ら
い
、
自
分
は
家
を
追
い
出
さ
れ
た
こ
と
に
激
し
く
嫉
妬
し
、
お
す

ぎ
を
悪
方
に
訴
人
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
お
そ
め
は
我
子
の
敵
で
も
あ
る
悪
方

を
討
ち
手
柄
を
立
て
る
が
、「
女
の
悋
気
の
深
い
は
災
ひ
と
成
物
ぞ
．
以
来
を

た
し
な
め
」
と
夫
に
諭
さ
れ
て
い
る
。『
業
平
河
内
通（

（3
（

』（
元
禄
七
年
春
ヵ
上
演
）

第
二
で
も
、〔
図
９
〕
の
通
り
、
業
平
（
桜
山
林
之
介
）
を
め
ぐ
り
井
筒
（
袖
崎

歌
流
）
と
玉
水
（
松
本
兵
蔵
）
姉
妹
の
執
心
（
生
霊
）
が
凄
ま
じ
い
「
恋
争
い
」

を
し
、
そ
の
後
、
井
筒
は
め
の
と
に
意
見
さ
れ
て
い
る
。
本
作
で
は
、『
松

波
』
で
妾
お
つ
ね
を
演
じ
た
松
本
兵
蔵
が
玉
水
役
、
し
ほ
が
ま
だ
ん
六
役
を
演

じ
た
桜
山
林
之
介
が
業
平
役
を
勤
め
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

こ
の
様
に
、
元
禄
初
期
の
上
方
で
は
、
二
人
の
女
の
「
恋
争
い
」
を
描
い
た

作
品
が
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
で
競
演
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
加
賀
掾
の
浄

瑠
璃
や
富
永
平
兵
衛
の
歌
舞
伎
は
、
男
主
人
公
を
め
ぐ
る
二
人
の
女
性
の
凄
ま

じ
い
「
恋
争
い
」
や
悋
気
（
嫉
妬
）
を
見
せ
場
と
し
、
そ
の
悋
気
を
主
人
公
の

夫
や
め
の
と
が
た
し
な
め
る
筋
を
描
い
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、
近
松
は
元
禄
初
年
に
、
前
後
は
不
明
だ
が
、
自
作
の
浄
瑠
璃

『
せ
み
丸
』
と
『
天
智
天
皇
』
で
「
偽
り
の
言
葉
」
で
浮
気
す
る
男
主
人
公
を

新
た
に
描
出
し（

（3
（

、『
せ
み
丸
』
で
は
、
そ
れ
故
に
心
乱
さ
れ
嫉
妬
に
狂
う
女
性

達
を
描
き
、『
天
智
天
皇
』
第
三
で
は
、「
邪
気
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
身
を
投
げ

る
女
」
と
「
妻
あ
る
男
と
契
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
身
を
投
げ
る
女
」
と
い
う
独

自
の
女
性
像
を
創
出
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
『
天
智
天
皇
』
第
三
に
描
か
れ
た

近
松
独
自
の
「
偽
り
の
言
葉
で
浮
気
す
る
男
」
と
「
妻
あ
る
男
と
契
っ
た
こ
と

を
悔
や
み
身
を
投
げ
る
（
引
く
）
女
」
に
類
似
す
る
人
物
造
形
が
、『
松
波
』

第
一
口
明
の
、
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
を
利
用
し
な
か
っ
た
箇
所
（〔
表
３
〕

の
網
掛
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
部
分
）
に
描
か
れ
、
元
禄
八
年
の
近
松
歌
舞
伎
『
今
源
氏

六
十
帖
』
第
一
に
も
、
そ
れ
に
通
じ
る
人
物
像
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

〔図９〕『業平河内通三番續』九ウ

（東北大学附属図書館所蔵）

　
　

井
つ
ゝ
の
ま
へ
し
う
し
ん

さ
へ
も
ん
か
け
付
る

　
　

玉
み
つ
の
し
う
心
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従
っ
て
、『
松
波
』
冒
頭
と
『
天
智
天
皇
』
第
三
に
お
け
る
人
物
造
形
の
類

似
は
、『
松
波
』
の
成
立
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
も

う
一
点
、
近
松
浄
瑠
璃
と
類
似
す
る
『
松
波
』
の
趣
向
を
、
次
章
で
指
摘
す
る
。

七
、
京
、
三
座
に
お
け
る
「
毒
薬
（
酒
）」
の
趣
向
の
競
演

『
松
波
』
第
三
で
は
、
少
将
妾
お
つ
ね
が
少
将
配
流
先
の
筑
紫
へ
赴
く
長
旅

の
疲
れ
で
患
い
、
駕
籠
で
通
り
か
か
っ
た
和
尚
に
薬
を
貰
う
が
、
小
僧
が
毒
見

す
る
と
小
僧
の
手
足
は
萎
え
、
和
尚
は
土
砂
と
取
り
違
え
た
と
言
う
、
道
外
方

の
見
せ
場
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
土
砂
で
萎
え
る
」
趣
向
は
、
現
行
歌
舞
伎
で
も
人
気
の
演
目
で
あ
る

「
松

し
ょ
う
ち
く
ば
い
ゆ
し
ま
の
か
け
が
く

竹
梅
湯
島
掛
額
」（

（3
（

「
吉
祥
寺
の
場
」
で
、
紅
屋
長
兵
衛
が
悪
方
武
兵
衛
に

お
土
砂
を
振
り
か
け
る
と
、
武
兵
衛
は
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
に
な
る
演
出
の
初
出
と

い
え
注
目
さ
れ
る
が
、
一
方
、
元
禄
四
年
度
、
京
の
他
の
二
座
で
は
、「
毒
薬

（
酒
）」
を
飲
ん
で
幼
子
が
死
に
、
疑
い
を
晴
ら
す
爲
、
そ
の
薬
を
毒
見
し
た

者
も
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
悲
惨
な
場
面
が
競
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ

な
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
と
「
毒
薬
（
酒
）」
に
関
す
る
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
娘
親
の
敵
討
』
上
之
巻
口
明
（
元
禄
四
年
秋
ヵ
上
演
、
京
、
早
雲
座
）

赤
松
夫
婦
は
道
中
幼
子
が
患
っ
た
の
で
、
通
り
か
か
っ
た
勘
介
に
薬
を
貰

う
が
、
薬
を
飲
ん
だ
幼
子
は
血
を
吐
き
死
ん
で
し
ま
う
。
夫
婦
に
責
め
ら

れ
た
勘
介
が
残
り
の
薬
を
飲
む
と
、
勘
介
も
死
ん
で
し
ま
う（

（3
（

。

『
四
国
辺
路
』
第
二
中
入
（
同
年
九
月
、
京
、
都
万
太
夫
座
）

高
松
八
郎
左
衛
門
女
房
の
母
妙
庵
が
、
八
郎
左
衛
門
（
山
下
半
左
衛
門
）

を
殺
す
為
、
毒
を
入
れ
て
お
い
た
酒
を
、
娘
（
養
女
）
の
お
長
が
飲
み
、

お
長
は
死
ぬ
。
妙
庵
が
八
郎
左
衛
門
が
昨
日
く
れ
た
薬
が
毒
だ
っ
た
と
責

め
る
の
で
、
疑
い
を
晴
ら
す
爲
、
八
郎
左
衛
門
が
そ
の
薬
を
飲
む
と
、
五

体
が
す
く
み
、
悪
方
ら
い
ざ
ん
（
片
岡
仁
左
衛
門
）
に
斬
ら
れ
、
井
戸
に

投
げ
込
ま
れ
る
。
だ
が
、
四
国
遍
路
の
霊
験
で
八
郎
左
衛
門
も
お
長
も
生

き
返
る（

（3
（

。

元
禄
四
年
度
以
降
も
、「
毒
薬
（
酒
）」
の
趣
向
は
次
々
と
競
演
さ
れ
て
い
る（

（3
（

が
、「
薬
（
実
は
土
砂
）
を
飲
む
と
萎
え
る
」
と
い
う
道
化
の
演
出
は
、『
松
波
』

独
自
の
も
の
と
い
え
る
。

「
土
砂
」
は
、
密
教
の
加
持
祈
祷
で
用
い
る
砂
で
、
真
言
加
持
し
た
土
砂
を

死
者
や
墓
の
上
に
蒔
く
と
亡
者
の
罪
は
除
か
れ
、
極
楽
往
生
で
き
る
と
仏
書
に

記
さ
れ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
。（
傍
線
部
分
は
稿
者
。
以
下
、同
様
。）

『
秘
鈔
問
答
』
巻
第
三
（『

大
正

新
修

大
蔵
経
』第
七
十
九
冊　

N
o.2536 

賴
瑜
撰
）

問
。
眞
言
功
能
如
何　

答
。
儀
軌
云
。
若
有
二

衆
生
一

隨
レ

處
得
レ

聞
二

此
大

灌
頂
光
明
眞
言
二
三
七
反
一

。
経
二

耳
根
一

者
即
得
レ

除
二

‐
滅
一
切
罪
障
一

。

殺
二

衆
生
一

具
造
二

十
悪
五
逆
四
重
諸
罪
一

。
猶
如
二

微
塵
一

満
二

斯
世
界
一

。
身

壊
命
終
堕
二

諸
悪
道
一

。
以
二

是
眞
言
一

加
二

‐
持
土
砂
一

一
百
八
反
。
尸
陀
林

中
散
二

亡
者
尸
骸
上
一

。
或
散
二

墓
上
一

。
遍
皆
散
レ

之
。
彼
亡
者
若
地
獄
中
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若
餓
鬼
中
若
修
羅
中
若
傍
生
中
。
以
二

一
切
不
空
如
来
不
空
毘
廬
舎
那
如

来
眞
言
本
願
大
灌
頂
光
明
眞
言
神
通
威
力
加
持
土
砂
之
力
一

。
應
レ

時
即
光

明
身
及
除
二

諸
罪
報
一

。
捨
二

所
苦
身
一

往
二

於
西
方
極
楽
国
土
一

。（
（3
（

…

ま
た
、
署
名
が
な
い
た
め
近
松
存
疑
作
と
さ
れ
る
古
浄
瑠
璃
『
以
呂
波
物

語
』（
貞
享
元
年
三
月
、
宇
治
座
）
で
も
、
出
奔
、
出
家
し
た
光
照
と
、
光
照
を

探
す
長
旅
の
疲
れ
で
、
高
野
山
で
息
絶
え
た
妻
の
い
ろ
は
姫
と
の
劇
的
な
再
会

の
場
面
で
、「
土
砂
」
が
次
の
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
以
呂
波
物
語
』
第
四

慈
悲
は
仏
の
本
心
な
れ
ば
皆
是
其
身
の
菩
提
の
種
。
幸
是
に
奥
の
院
の
加

持
土
砂
を
持
合
た
り
。
臨
終
に
此
土
砂
を
一
粒
口
に
入
れ
は
三
悪
道
を
免

る
ゝ
。
め
で
た
き
後
世
の
土
産
也
。
…
（
光
照
は
）
し
ば
ら
く
念
誦
合
掌
し
。

土
砂
を
含
め
衣
の
袖
に
水
を
し
め
し
口
に
入
。
阿
字
本
不
生
仏
果
菩
提
と

宣
へ
と
も
。
心
中
に
は
是
ぞ
妹
背
の
末
期
の
水
…
来
世
は
一
蓮
托
生
と
観

念
有
こ
そ
あ
は
れ
な
れ（

（4
（

。

高
野
山
女
人
堂
で
の
心
中
事
件
を
劇
化
し
た
近
松
世
話
浄
瑠
璃
『
心
中
万
年

草
』（
宝
永
七
年
四
月
以
前
）
末
尾
に
も
、「
土
砂
の
功
徳
の
真
言
秘
密
」（

（4
（

と
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
地
誌
『
雍よ

う

州し
ゅ
う

府ふ

志し

』（
黒
川
道
祐
著
、
天
和
二
年
〈
一
六
八
二
〉
～

貞
享
三
年
）
に
は
、
次
の
通
り
、
加
持
土
砂
を
死
者
に
撒
く
と
、
死
者
の
筋
骨

は
日
を
経
て
も
、
硬
直
し
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
雍
州
府
志
』
巻
六　

土
産
門
上　

土
石
部

土
砂　
　

處
々
山
有
レ

之　

然
自
レ

古
持
律
僧
取
二

栂
尾
山
之
土
砂
一　

清
水

洗
浄
数
過　

然
後
盛
レ

壺
置
二

護
摩
壇
上
一

七
箇
日
間
加
二

持
之
一　

是
謂
二

土

砂
加
持
一　

傳
言
撒
二

加
持
土
砂
少
許
於
新
死
之
尸
一　

則
其
筋
骨
雖
レ

歴
二

数
日
一

不
二

強
直
一　

有
レ

便
レ

納
二

棺
内
一

也（
（4
（

『
松
波
』
が
描
く
小
僧
が
飲
ん
で
萎
え
た
「
土
砂
」
は
、『
雍
州
府
志
』
が

記
す
「
土
砂
」
の
効
用
を
滑
稽
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
仏
書
や
地

誌
が
、「
土
砂
を
散
じ
る
（
撒
く
）」
と
記
す
の
を
、『
以
呂
波
物
語
』
と
『
松

波
』
は
、「
土
砂
を
口
に
入
れ
る
（
飲
む
）」
と
描
写
し
て
い
る
。「
土
砂
」
を

芝
居
に
用
い
る
こ
と
自
体
が
珍
し
い
中
で
、
さ
ら
に
、「
土
砂
」
を
口
に
入
れ

る
（
飲
む
）
と
描
く
共
通
点
よ
り
、『
松
波
』
の
「
土
砂
」
を
飲
む
趣
向
は
、

『
以
呂
波
物
語
』
の
「
土
砂
」
を
口
に
入
れ
る
趣
向
の
影
響
下
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

八
、『
松
波
少
将
通
車
』
に
お
け
る
近
松
関
与
の
可
能
性

最
後
に
、『
松
波
』
の
仕
組
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
柳
原
氏
は
、
本
稿

第
一
章
に
挙
げ
た
論
考
で
、
近
松
歌
舞
伎
の
仕
組
は
、
㊀
「
お
家
騒
動
も
の
の

悪
人
方
は
上
（
第
一
）
の
口
明
か
ら
登
場
し
て
い
る
」
㊁
「
第
三
は
比
較
的
事

件
が
少
な
く
、
所
作
事
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
」
と
指
摘
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、

元
禄
八
年
九
月
～
一
〇
月
、
京
、
早
雲
座
上
演
の
近
松
作
『
水み

ず

木き

辰た
つ

之の

助す
け

餞た
ち

振ふ
る

舞ま
い

』
第
二
（
有
馬
の
藤
の
怨
霊
事
）
は
、
元
禄
四
年
秋
ヵ
、
京
、
早
雲
座
上
演
の
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『
娘
親
の
敵
討
』
中
之
巻
の
版
木
を
流
用
し
て
い
る
が
、『
娘
親
の
敵
討
』
は
、

仕
組
が
右
の
近
松
歌
舞
伎
の
仕
組
の
特
徴
に
当
て
は
ま
ら
な
い
為
、
近
松
作
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、『
松
波
』
の
仕
組
は
、
こ
の
近
松
歌
舞
伎
の
仕
組
の
特
徴
に
当
て
は

ま
る
。
冒
頭
は
『
河
内
通
』
の
筋
を
利
用
し
て
い
る
が
、
悪
方
大
膳
（
か
く
げ

ん
）
は
第
一
口
明
の
最
後
に
登
場
し
て
い
る
。
第
三
で
は
、
道
外
方
に
よ
る
比

較
的
軽
い
見
せ
場
の
後
、
急
テ
ン
ポ
で
お
家
騒
動
は
収
束
し
、
敵
討
も
成
就
し
、

大
団
円
は
所
作
事
に
準
ず
る
軽
業
で
終
わ
っ
て
い
る
。

元
禄
四
年
度
、
京
三
座
で
上
演
さ
れ
、
絵
入
狂
言
本
が
存
す
る
『
娘
親
の
敵

討
』（
早
雲
座
）、『
四
国
辺
路
』（
都
万
太
夫
座
）、『
松
波
少
将
通
車
』（
村
山
座
）

の
う
ち
、『
娘
親
の
敵
討
』
は
近
松
作
で
は
な
い
と
考
察
さ
れ
、『
四
国
辺
路
』

は
山
下
半
左
衛
門
の
作
か
と
『
絵
入
狂
言
本
総
覧
』
は
推
測
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ

ら
と
「
元
禄
期
に
は
役
者
も
作
者
も
座
本
と
の
一
年
間
の
雇
用
契
約
は
確
実
に

守
ら
れ
」「
い
ず
れ
の
作
者
も
自
ら
が
所
属
す
る
座
以
外
に
執
筆
す
る
こ
と
が

な
い
」
と
い
う
土
田
氏
の
指
摘
に
従
う
と
、
こ
の
年
度
、
村
山
座
に
所
属
し
、

『
松
波
』
を
作
劇
し
た
作
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
問
題
と
な
ろ
う
。

『
松
波
』
に
お
け
る
近
松
浄
瑠
璃
の
人
物
造
形
や
趣
向
と
の
影
響
関
係
、
及

び
、
近
松
歌
舞
伎
の
仕
組
の
特
徴
と
の
類
似
性
を
考
慮
す
る
と
、『
松
波
』
に

お
け
る
近
松
関
与
の
可
能
性
、
も
し
く
は
、
近
松
浄
瑠
璃
が
意
識
さ
れ
た
理
由

等
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

貞
享
か
ら
元
禄
初
年
の
上
方
歌
舞
伎
の
様
相
が
知
れ
る
絵
入
狂
言
本
の
伝
本

は
稀
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
頃
、
近
松
は
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
の
両
方
を
作
劇
し

て
い
た
。
よ
っ
て
、
近
松
に
お
い
て
は
、
浄
瑠
璃
で
評
判
を
得
た
趣
向
を
自
身

が
関
与
す
る
歌
舞
伎
に
流
用
す
る
こ
と
、
或
い
は
、
歌
舞
伎
で
当
た
っ
た
趣
向

を
自
作
の
浄
瑠
璃
に
利
用
す
る
こ
と
は
自
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
近
松
の
関
与
が
な
く
と
も
、
大
坂
の
役
者
が
座
組
に
加
わ
っ
た
京
の
芝
居

で
は
、
大
坂
、
竹
本
座
で
評
判
を
得
た
近
松
浄
瑠
璃
の
趣
向
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
は
十
分
あ
り
得
た
だ
ろ
う
。

『
松
波
』
上
演
の
翌
年
度
（
元
禄
五
年
度
）、
少
将
役
を
演
じ
た
村
山
九
郎
右

衛
門
は
、
村
山
座
の
名
代
兼
座
本
と
な
る
。
そ
し
て
、
大
坂
、
岩
井
座
に
出
座

し
て
い
た
初
代
坂
田
藤
十
郎
を
呼
び
寄
せ
、
二
の
替
「
当
麻
万
燈
供
養
」
で
大

当
た
り
を
得
る
。
近
松
は
、
近
松
の
署
名
が
あ
る
絵
入
狂
言
本
の
限
り
、
元
禄

六
年
三
月
上
演
『
仏
母
摩
耶
山
開
帳
』
か
ら
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
大
坂
、

竹
本
座
顔
見
世
『
用
明
天
王
職
人
鑑
』
で
、
竹
本
座
の
座
付
作
者
と
な
る
迄
の

間
、
坂
田
藤
十
郎
の
為
に
、
専
ら
歌
舞
伎
を
作
劇
し
て
い
る
。
こ
の
近
松
と
藤

十
郎
と
の
提
携
を
考
え
る
と
、
元
禄
四
年
度
か
ら
絵
入
狂
言
本
に
近
松
の
署
名

が
本
格
的
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
元
禄
八
年
度
ま
で
の
歌
舞
伎
作
者
と
し
て

の
近
松
の
動
向
か
ら
は
目
が
離
せ
ず
、『
松
波
』
に
近
松
が
関
与
し
た
可
能
性

は
、
完
全
に
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

元
禄
初
年
以
前
の
上
方
歌
舞
伎
の
様
相
は
、
絵
入
狂
言
本
や
役
者
評
判
記
の

伝
本
が
極
め
て
少
な
い
為
、
断
片
的
な
こ
と
し
か
知
れ
な
い
。
し
か
し
、『
松

波
少
将
通
車
』（
元
禄
四
年
度
、
京
、
村
山
座
）
に
関
し
て
は
、
本
作
を
含
め
て
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同
年
度
の
京
三
座
の
絵
入
狂
言
本
、
及
び
、
次
年
度
の
役
者
評
判
記
が
存
し
、

冒
頭
場
面
で
は
、
宇
治
加
賀
掾
正
本
『
河
内
通
』
の
筋
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
本
作
と
対
照
し
た
結
果
、
以
下
の
注
目
す
べ
き
事
柄
が
見
出
さ
れ
た
。

㈠�
本
作
は
、
京
で
人
気
の
敵
役
小
野
山
宇
治
右
衛
門
と
大
坂
の
人
気
若
衆

方
桜
山
林
之
介
、
立
役
音
羽
次
郎
三
郎
の
得
意
芸
に
よ
る
活
躍
が
仕
組

ま
れ
た
お
家
騒
動
物
だ
が
、
主
人
公
松
波
少
将
役
に
は
、
翌
年
度
村
山

座
の
名
代
兼
座
本
を
継
ぐ
村
山
九
郎
右
衛
門
が
配
さ
れ
て
い
る
。

㈡�

本
作
冒
頭
場
面
で
は
、
浄
瑠
璃
『
河
内
通
』
の
筋
を
利
用
し
た
松
波
少

将
を
め
ぐ
る
御
台
と
妾
と
の
「
恋
争
い
」
が
見
せ
場
と
さ
れ
て
い
る
が
、

『
河
内
通
』
と
の
異
同
箇
所
で
は
、
近
松
が
自
作
の
浄
瑠
璃
『
天
智
天

皇
』
第
三
で
創
出
し
た
人
物
造
形
と
の
影
響
関
係
が
看
取
さ
れ
る
。

㈢�

元
禄
初
期
、「
毒
薬
（
酒
）」
の
趣
向
が
競
演
さ
れ
た
中
で
、
本
作
第
三

に
お
け
る
「
土
砂
を
飲
む
と
萎
え
る
」
と
い
う
独
自
の
趣
向
は
、
近
松

存
疑
作
『
以
呂
波
物
語
』
第
四
の
「
土
砂
を
口
に
入
れ
る
」
趣
向
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

現
存
す
る
絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
に
は
作
者
の
署
名
は
見
ら
れ
な

い
。
成
立
事
情
を
伝
え
る
資
料
の
存
在
も
聞
か
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
歌
舞

伎
の
仕
組
は
役
者
本
位
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
作
の
作
者
は
、
や
は
り
不
明
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
が
、
本
作
は
、『
金
岡
筆
』（
元
禄
三
年
四
月
ヵ
、
京
、
都
万
太
夫
座
）
に
続
く
、

近
松
浄
瑠
璃
『
天
智
天
皇
』
と
の
関
連
が
見
出
せ
る
作
品
で
あ
る
。
元
禄
初
期
、

上
方
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
は
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
様
に
作
劇
さ
れ
て
い
た
の
か
、

ま
た
、
元
禄
期
、
上
方
の
歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃
の
間
に
は
、
ど
の
様
な
筋
や
趣
向

の
流
用
（
襲
用
）
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
様
相
を
追
究
す
る
為
に

も
、
そ
し
て
、
浄
瑠
璃
の
初
演
年
月
推
定
の
上
限
下
限
の
幅
を
狭
め
る
為
に
も
、

両
者
の
関
連
は
さ
ら
に
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

絵
入
狂
言
本
『
松
波
少
将
通
車
』
は
、
近
松
と
坂
田
藤
十
郎
の
提
携
前
夜
の

元
禄
四
年
度
、
京
三
座
の
絵
入
狂
言
本
が
現
存
す
る
中
で
、
近
松
浄
瑠
璃
と
の

影
響
関
係
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）	

江
戸
時
代
、
歌
舞
伎
の
劇
場
は
毎
年
一
一
月
（
京
阪
で
は
宝
暦
頃
か
ら
一
二

月
）
に
役
者
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
よ
る
座
組
で
開
場
さ
れ
、
一
年
間
、
役
者
は 

そ
の
座
に
所
属
し
た
。
歌
舞
伎
の
年
度
は
前
年
の
一
一
月
か
ら
一
〇
月
で
区
切
ら

れ
る
。

（
２
）	

日
本
書
誌
学
体
系
112
『
絵
入
狂
言
本
総
覧
』、
古
典
文
庫
409
『
上
方
狂
言
本　

七
』
を
参
照
。

（
３
）	

引
用
は
、『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
Ⅰ
期
、
第
一
巻
、
二
四
四
頁
（
岩
波
書

店
、
一
九
七
二
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
役
者
評
判
記
の
引
用
に
際
し
て
は
、
ル
ビ

を
省
略
し
た
。
以
下
、
同
様
。

（
４
）	

引
用
は
、
守
屋
毅
編
『
増
補
役
者
論
語
』（
徳
間
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
二
五

五
頁
に
拠
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

（
５
）	

土
田
衞
氏
『
考
証
元
禄
歌
舞
伎
―
様
式
と
展
開
―
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
六

年
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
６
）	
『
国
語
国
文
』
第
二
十
五
巻
第
七
號
（
京
都
大
学
国
文
学
会
、
一
九
五
六
年
七

月
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
７
）	
前
掲
注
（
３
）
に
所
収
さ
れ
る
。
引
用
評
文
の
刊
行
年
月
は
、
宮
本
瑞
夫
氏

「
岩
瀬
本
「
役
者
大
鑑
」
の
成
立
」（『
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
15
、
日
本
演
劇
学

会
、
一
九
七
五
年
）
に
拠
る
。
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の
翻
案
を
演
じ
、
立
役
大
和
屋
甚
兵
衛
が
、
夫
の
景
清
役
で
、
恩
愛
溢
れ
る
「
似

せ
狐
」
を
演
じ
て
い
る
。
絵
入
狂
言
本
『
一
谷
坂
落
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
、
宇7-791

、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100451268

（1�2

））
を
参
照
。

（
19
）	

引
用
は
、
前
掲
注
（
３
）
に
拠
る
。

（
20
）	

引
用
は
、
前
掲
注
（
３
）
に
拠
る
。

（
21
）	

「
目
元
に
鹽
（
塩
）
が
あ
る
」
は
、「
塩
の
目
」
が
意
味
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、「
塩
の
目
」
を

「
目
許
を
細
め
た
あ
い
き
ょ
う
の
あ
る
目
つ
き
。こ
ど
も
の
笑
顔
な
ど
を
い
う
。」

と
記
し
て
い
る
。

（
22
）	

山
田
和
人
氏
『
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
七
年
）
を
参

照
。
山
田
氏
は
同
書
で
、
伊
藤
出
羽
権
掾
の
か
ら
く
り
絵
尽
し
『
京
掛
略
乱
曲
』、

『
梯
曲
伊
達
姿
』
等
を
所
収
す
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
古
今
撰
集
楽
』
は
、

元
文
（
一
七
三
六
～
一
七
四
一
）
後
半
か
ら
宝
暦
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
前

半
に
か
け
て
の
歌
舞
伎
や
か
ら
く
り
の
絵
尽
し
を
収
め
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
23
）	

『
出
世
景
清
』、『
薩
摩
守
忠
度
』、『
主
馬
判
官
盛
久
』
は
『
近
松
全
集
』
第
一

巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

（
24
）	

『
せ
み
丸
』、『
天
智
天
皇
』
は
『
近
松
全
集
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八

七
年
）
を
参
照
。
引
用
本
文
も
同
書
に
拠
る
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
節
章
、

ル
ビ
は
省
略
し
、
適
宜
漢
字
を
当
て
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
、
同
様
。

（
25
）	

『
江
戸
文
学
』
30
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
26
）	

引
用
本
文
は
、『
上
方
狂
言
本　

七
』、
六
三
～
六
四
頁
に
拠
る
。

（
27
）	

『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇　

第
一
巻
〈
延
宝
～
天
明
〉』（
八
木
書
店
、
一
九
七

九
年
）、
一
〇
頁
に
拠
る
。
同
書
に
は
、『
鸚
鵡
籠
中
記
』
元
禄
五
年
五
月
十
一
日

の
名
古
屋
興
行
の
記
録
も
記
さ
れ
て
い
る
。　

（
28
）	

未
刊
文
芸
資
料　

第
三
期
５　

朝
倉
治
彦
他
編
『
茶
屋
諸
分
調
方
記
』（
古
典

文
庫
、
一
九
五
三
年
）
解
題
で
指
摘
さ
れ
る
。

（
29
）	
平
田
澄
子
氏
「
浄
瑠
璃
『
天
智
天
皇
』
の
周
辺
―
近
松
初
期
作
品
の
制
作
過
程

を
追
っ
て
―
」（『
文
教
大
学
国
文
』
７
、
一
九
七
八
年
。『
近
松
浄
瑠
璃
の
成
立

と
展
開
』、
新
典
社
、
二
〇
一
〇
年
に
再
録
）
で
指
摘
さ
れ
る
。

（
８
）　

前
掲
注
（
３
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
９
）　

武
井
協
三
氏
「『
役
者
大
鑑
合
彩
』
の
成
立
」（『
藝
能
史
研
究
』
56
、
藝
能
史

研
究
會
、
一
九
七
七
年
一
月
）
で
指
摘
さ
れ
る
。

（
10
）　

東
京
音
楽
学
校
編
、
六
合
館
、
一
九
二
七
年
。

（
11
）　

近
世
文
藝
資
料
６　

横
山
重
編
『
加
賀
掾
段
物
集
（
附
、宇
治
加
賀
掾
年
譜
）』

（
古
典
文
庫
、
一
九
五
八
年
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
12
）　
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集　

加
賀
掾
編
』
第
二
・
第
三
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
〇

年
・
一
九
九
一
年
）
解
題
に
拠
る
。

（
13
）　

川
端
咲
子
氏
「
宇
治
加
賀
掾
段
物
集
並
に
所
収
曲
一
覧
」（『
演
劇
研
究
会
会

報
』
36
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
14
）　

絵
入
十
七
行
本
『
河
内
通
』
の
後
印
本
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
は
、

内
題
の
「
河
内
通
」
を
削
っ
て
「
井
筒
」
と
埋
木
さ
れ
て
い
る
。『
古
浄
瑠
璃
正

本
集　

加
賀
掾
編
』
第
四
の
本
書
解
題
を
参
照
。

（
15
）	

『
元
禄
歌
舞
伎
傑
作
集　

下
巻
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
五
年
）
の

『
仏
母
摩
耶
山
開
帳
』
解
説
に
、
元
禄
六
年
度
、
大
坂
岩
井
座
二
の
替
『
仏
母
摩

耶
山
開
帳
』
は
、
富
永
平
兵
衛
作
『
丹
波
与
作
手
綱
帯
』（
元
禄
六
年
度
、
京
、

村
山
座
）
の
翻
案
で
、「
第
一
番
目
の
第
一
場
の
如
き
は
全
然
同
一
と
い
つ
て
も

よ
い
程
で
、
彼
の
船
頭
勘
介
は
此
の
源
介
に
、
彼
の
女
房
お
菊
は
此
の
お
ら
ん
に

当
り
、
お
ら
ん
が
三
年
越
し
封
じ
ら
れ
て
居
た
胎
児
に
産
気
が
つ
く
趣
向
も
彼
と

同
様
で
あ
る
。
加
之
、
お
ら
ん
が
惨
殺
さ
れ
て
か
ら
死
霊
と
な
つ
て
、
自
分
の
切

口
か
ら
生
れ
た
若
君
を
育
て
て
実
父
に
渡
す
迄
の
仕
組
も
同
工
異
曲
…
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	

土
田
氏
、
前
掲
注
（
５
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
17
）	

土
田
氏
「『
歌
舞
伎
年
表
』
補
訂
考
証　

元
禄
篇　

其
二
」
の
元
禄
四
年
項
に
、

『
四
条
河
原
名
代
改
帳
』
の
「
元
禄
四
未
年
十
月
十
八
日
、
右
名
代
（
村
山
又
兵

衛
）
九
郎
右
衛
門

ニ
譲
り
申
度
奉
レ
願
、
安
芸
守
様
御
番
所

ニ
而
村
山
平
右
衛
門
と

申
名
代
御
赦
免
被
レ
成
候
、先

ノ
平
右
衛
門
儀
者
七
郎
右
衛
門
と
名

ヲ
相
改

メ
申
候
」

と
い
う
記
事
が
載
る
。

（
18
）	

前
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
同
年
度
、
京
、
早
雲
座
上
演
の
『
一
谷
坂
落
』
第
二

で
は
、
若
女
方
水
木
辰
之
助
が
お
き
く
（
狐
）
役
で
「
釣
狐
」
と
「
し
の
だ
妻
」
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（
30
）	

『
近
松
全
集
』
第
十
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（
31
）	

前
掲
注
（
30
）
を
参
照
。
引
用
本
文
も
同
書
に
拠
る
。

（
32
）	

『
上
方
狂
言
本　

五
』（
古
典
文
庫
295
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。
引
用
本
文
も

同
書
に
拠
る
。

（
33
）	
『
新
群
書
類
従　

第
三
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
34
）	

『
大
覚
大
僧
正
御
伝
記
』（
元
禄
四
年
〔
推
定
〕、
竹
本
座
）
第
二
に
は
、
川
渡

し
を
頼
ま
れ
た
高
則
が
、
雨
夜
の
前
の
姿
を
見
て
濡
れ
か
か
る
が
、
そ
こ
へ
女
房

が
来
か
か
り
、
雨
夜
の
前
に
悋
気
す
る
世
話
の
滑
稽
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
近
松
全
集
』
第
二
巻
を
参
照
。

（
35
）	

「
松
竹
梅
湯
島
掛
額
」
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
三
月
三
日
よ
り
、
森
田

座
上
演
「
其そ

の

往む
か
し昔

恋こ
い
の

江え

戸ど

染ぞ
め

」
の
「
お
土
砂
の
場
」
と
、
安
政
三
年
（
一
八
五

六
）
一
一
月
七
日
よ
り
、
市
村
座
上
演
「
松

し
ょ
う

竹ち
く

梅ば
い

雪ゆ
き
の

曙あ
け
ぼ
の」

の
「
火
の
見
櫓
の

場
」
を
つ
な
げ
、
明
治
期
に
初
演
さ
れ
た
演
目
で
あ
る
。

（
36
）	

近
世
文
藝
叢
刊
別
巻
３
『
翻
刻　

絵
入
狂
言
本
集　

上
』（
般
庵
野
間
光
辰
先

生
華
甲
記
念
会
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
37
）	

前
掲
注（
36
）を
参
照
。

（
38
）	

元
禄
六
年
三
月
刊
『
野
良
関
相
撲
』
袖
崎
歌
流
条
、「
毒
酒
を
呑
て
の
身
か
は

り
」（
一
五
三
六
）、
同
年
一
一
月
、
京
、
村
山
座
顔
見
世
『
箱
伝
授
』
第
二
に
お

け
る
市
三
郎
が
毒
酒
を
飲
ん
で
切
腹
し
、
身
替
り
に
な
る
趣
向
等
。『
箱
伝
授
』

は
、
前
掲
注（
33
）を
参
照
。

（
39
）	

引
用
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、https:// 

21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T

/

を
利
用
し
た
。

（
40
）	

引
用
本
文
は
、『
近
松
全
集
』
第
十
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）、
一
四

四
～
一
四
六
頁
に
拠
る
。

（
41
）	

引
用
本
文
は
、『
近
松
全
集
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
七
三
四

頁
に
拠
る
。

（
42
）	

引
用
は
、『
増
補
京
都
叢
書
』
第
三
巻
（
増
補
京
都
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
四

年
）、
一
九
二
頁
に
拠
る
。

（
43
）	

『
絵
入
狂
言
本
総
覧
』
目
録
、
二
四
頁
を
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
１	

『
松
波
少
将
通
車
』
三
丁
裏
・
四
丁
表
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
赤
木
文
庫

所
蔵
：
100
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https

：//doi.org/10.20730/100109503

（�7

）、
二
〇
二
五
年
九
月
一
五
日
取
得
。

図
２	

絵
入
十
七
行
本
『
河
内
通
』
四
丁
裏
・
五
丁
表
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

所
蔵
、911.7-

イ297

図
３	

絵
入
十
七
行
本
『
河
内
通
』
九
丁
裏
・
十
丁
表
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

所
蔵
、911.7-

イ297

図
４	

『
松
波
少
将
通
車
』
七
丁
表
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https

：//doi.org/ 
10.20730/100109503

（1�0

）、
二
〇
二
五
年
九
月
一
五
日
取
得
。

図
５	

『
松
波
少
将
通
車
』
九
丁
裏
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https

：//doi.org/ 
10.20730/100109503

（1�3

）、
二
〇
二
五
年
九
月
一
五
日
取
得
。

図
６	

『
松
波
少
将
通
車
』
十
二
丁
裏
・
十
三
丁
表
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https://
doi.org/10.20730/100109503

（1�6

）、
二
〇
二
五
年
九
月
一
五
日
取
得
。

図
７	

『
古
今
撰
集
楽
』
第
三
冊
、『
京
掛
略
乱
曲
』
八
丁
表
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、

235-5-315

図
８	

『
古
今
撰
集
楽
』
第
四
冊
、『
梯
曲
伊
達
姿
』
八
丁
表
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、

235-5-315

図
９	

『
業
平
河
内
通
三
番
續
』
九
丁
裏　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
宇7-792

を

改
変
。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

https://doi.org/10.20730/100451269

（1�1

）、

二
〇
二
五
年
九
月
一
五
日
取
得
。

附
記

　

本
稿
は
、
演
劇
研
究
会
例
会
（
令
和
七
年
五
月
三
一
日
、
於
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
）
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
御
教
示
、
御
意
見
賜
り
ま
し
た

諸
先
生
方
、
執
筆
に
際
し
て
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
の
中
尾
薫

先
生
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




